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準備 はできていました
どんな才能や経験，趣味も

伝道に生かせることを知った夫婦の宣教師の話 ・

二 一 ナ ・ハ ノレ

馨 鞭 観 灘、、誕
轍灘 踊 鍵

　蟹

伝灘難羨監陀梵鷲
くして結婚 した私 は，将来，夫のベンと

共に伝道に召されることを望 みながら，

その夢から一時離れ，子育てに専念する

ことになったのです。

ところが，その生涯の夢 も，ベ ンが54

歳 のときに脳卒 中で倒れたことで，無残

にも打 ち砕 かれたように思 われました。

ベンは話すことはおろか，書 くことも読

むこともできなくな り，'そのうえ左半身

が不随 になってしまったのです。

神権 の力によって奇跡的に快復は した

ものの，それか ら12年 後 に監督 から伝道

羅璽畿
1嚢 麟 腹灘

羅

髄灘

鱗
響

聾

織 、

、総

密 響

響

、鑛

確肥

纏

慧

、嚢

購

、離

モ1講

畿

戯

灘

醸

鰻

譲 、再

の面接 を受 けたときには， まだいろいろ

な面で障害を負っていました。脳卒 中の

後遺症 で，ベンははっきりと話 すことが

できず，家族の者以外 とは話が通 じない

といった状態で した。 しかも，言葉がう

まく出てこないだけではあ りません。声

に出して祈ることも，食事 の祝福す らも，

思うようにできないのです。左腕 はすで

に失 っていました し，右脚 もはれあがっ

たままで，いつも痛 みを訴えていました。
ま ひ

そのうえ緊張すると心臓麻痺を起こしか

き

灘醐 …轍 舞

ねない状態で した。
の

しかし， それにも増 して問題だったの

は，経済的なことです。わが家の収入は

少 なく，決 して十分 とは言 えなかったか

らです。それで も私 たちは召 しを受 ける

ことに何の不安 も感 じませんでした。主

が必要 としてお られるのなら，喜 んで行

くというのがベ ンの信条だったからです。

ステーキ部長は，教会本部 に申請書 を

提 出するに当たって， かな り迷ったよう

で した。ところが伝道管理部から，「とも

1

私たちは若人のためのプログラムを組織し，宣教師のレッスンプラ

ンを使って教えました。また，その集会のたびにリフレッシュメント

も用意しました。それから間もなく支部が発展し始めたのです。
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かく書類を送って く準さい。教会幹部の

判断を待ちましょう」 という助言があっ

たのです。私は， 自分 たちにも王国建設

のお役 に立てる， ふさわしい場所 があ り

ますようにと，熱心に祈 りました。数週

間して，私たち夫婦 は合衆国南東部で伝

道するようにとの召 しを受けたのです。

私 はうれ しさでいっぱいでした。確 かに

私の祈 りは聞かれたのです。

ベンにとって， ワー ド部 でお別れのあ

いさつをすることは，大変 なチャレンジ

で した。私 の方で短 い話 を用意 してあ

げたのですが， それ をなかなか覚 えるこ

とができません。ベンは，聖餐会の始 ま

る数 時間前 に，特別 に神権 の祝福を求め

ました。そして聖餐会では，何 の苦 もな

く10分 ほど話す ことがで きました。その

あと監督 は全員を前 に，私 たちは奇跡を

目の当た りに早 ましたと語 りました。

伝道本部でみ最初の夜，ひざまずいて

祈 るとき，私 たちはもうひとつうれしい

奇跡 を経験 しました。12年 振 りに， ベン

が家族の祈 りをすることがで きたのです。

私 たちの最初 の任地 は，会員が60人 ほ

どの， しかもそのほとんどがお休 み会員

という小 さな付属支部でした。 そこで迎

えた初めての 日曜 日，出席者は，神権会

がベンと支部長 のふたりだけ， 日曜学校

と聖餐会 が14人 という有様で した。それ

でも私 は，聖餐 の祝福や，開会 の祈 りが

できるようになったベンを見て，感激 し

ていました。

どの宣教師もそうで しょうが，私 たち

夫婦 も新 しい任地に赴 くとき， いくらか

の不安があ りました。会貝や教会外 の人

人に受 け入れてもらえるだろうか，人の

役 に立つ働 きができるだろうか，主は私

たちの働 きを喜んでくださるだろうか，

など。 しかし，いったん任地 に行 ってみ

ると， どこへ行 っても人はみな同 じだと

いうことがわか りました。 それまでの教

会や職場での経験や，親 として して きた

いろいろな体験から，初めて出会 う人々

との間にもたくさんの共通点があること

に気づいたのです。 それがわかってから，

不安 は消 え去 り，みんなの中に溶け込ん

でいけるようになりました。

私たちはまず，支部 に登録 されている

会員をひとり残 らず捜 し出 し，彼 らに再

び教会 に集いたいという気持 ちを起 こさ
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小さなトレーラーハウスの中を掃除したとぎ，足の踏み場もない状

態や悪臭は少しも気になりませんでした。ひとりの神の子供を助け

てrいるという気持ちしかなかったのです。

せることから始 めました。 しか し， これ

は容易な仕事ではありません。 というの

は，彼 らの家が四方に点在 しているうえ，

田舎道 にはちゃんとした標識 も名前 もつ

いていないからです。 中には長年 の間，

教会 から離 れている人もいました。 日曜

日の朝が来 るたびに，私たちは働 きかけ

た人々が顔 を見せてくれるのを心待 ちに

しました。 しか し，私 たちの期待 に応え

てくれたのは，ほんの数人だけでした。

気落 ちした支部長 は，支部 を閉鎖 した

ほうがよいと言い出しました。 しかし，

支部が閉鎖 されれば，お休 みしている会

員 はみな見捨て られ， この地域での伝道

は途絶 えて しまうことになります。 この

付属支部の運営 を指導 して いた監督 は，

集会 を開き，支部 を閉鎖 するか，それ と

もベンを支部長 として支持 し， もう一度

努力するかのいずれかしかないと告 げま

した。結局，ベンが支部長 として支持 さ

れ，任命 されました。

私 たちは心からへ りくだ りました。 た
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くさんの障害が立ちはだかる中で， とる

道はただひとつ，天父 にすべてよ り頼み，

助けと導 きを願 い， そして自分 たちの全

力を尽 くすことだけでした。毎夜，ベン

は主に知 恵と力と導 きを願 い求めました。

私たちの住 まいは， 日曜 日には教室 とし

て使 うふたつの部屋で，すぐ隣が礼拝堂

でした。ベンはその静かな礼拝堂で もた

びたび祈 っていました。

ある夜，礼拝堂 から戻 ってきたベンは

こう言いました。「答 えを受けたような気

がする。 この支部 は若者 たちによって発

展 していくんだ。」

いろいろなことが起 こり始めたのはこ

の ときか らです。 まず，私 たちは13歳 の

少女に福音 を教 え， バプテスマを施 しま

した。するとその少女 は，友達 を何人か

連れてきました。 その少女は私たちの も

とに遣わされたのです。私はそう確信 し

ています。早速青少年向けのプログラム

を組織 し，裏庭で レクリエー ションの集

会 を開きました。そして集会 のたびにリフ

難舞



レッシュメン トを出 し，宣教師のレッス

ンプランを利用 して レッスンをしました。

しばらくして，主は私 たちに改宗 して

間もない家族を送 ってくださいました。

引っ越 してきたその家族は，子供が3人

で，両親 が共 に活発 でした。 この家族の

お陰で，初等協会の子供がひとり増え，

十代 の子供がふた りMIA(現 在 の独身

成人プログラムの前身)に 加わったので

す。 また，私 には副会長が召 され(私 は

扶助協会の会長をしていました)，ベンに

は力強い副支部長が召されました。その

家の16歳 になる，含、子 さんは，福 音に関心

がなく， まだバプテスマを受 けていませ

んでしたが，若い長老たちの働 きによっ

て，間もなく教会員 にな りました。 こう

して聖餐の祝福をする祭司が誕生 したの

です。 ・

私 たちはまた，系図調べ を趣味にして

いる町の人たちのために特別 に系図クラ

スを設けたとき，教師が見つかるように

天父に助 けを願 いました。 そうすると，

天父はもう一家族を私たちの もとに送 っ

て くださいました。 しか も，その家の奥

さんは系 図の専門家 でしたので，毎週火

曜 日の夜 にクラスで教 えてくれることに

なりました。 また， ピアノが とても上手

で，美術 や工 芸にもすぐれた才能 と技術

を持 った人でしたので，支部 にとって大

きな財産 とな りました。 ご主人は 日曜学

校の会長 とな り，初等協会 にもまたひと

り子供 を迎えることになりました。

私たちはこの家族を通 して，教会に関

心 を持 っている若 い夫婦がいることを知

りました。その夫婦 は， ほかの教会で 日

曜学校 の教師 をしていましたが， モルモ

ンについて否定的な意見 ばか り聞いて き

たため， かえって興味を持つようになっ

たというのです。別の家族を教 えていた

私 たちは，早速，若い長老たちをその夫

婦 の家に送 り， レッスンをしてもらうこ

とにしました。 こうしてまたふたつの家

族 が支部 の活発な会員 となり， 日曜学校

教 師，支部書記，扶助協会教 師が誕生 し，

初等協会 の仲 間が増 えました。

よく聞く話 ですが，お休み会員 を捜 し

ていて， こんなことを経験 しました。私

たちはその町に住んでいるというある末

日聖徒の家族 を見つけ出そうと，数 カ月

問にわたって祈 り，捜 し回っていました。

聖徒 の道/1986年5月 号

そうしたある朝，ベンが突然霊感を受け，

町の水道局の職員 に， その家族 を知 って

いるか尋ねてみようと言い出 しました。

水道局 の職員 は，「もちろん知 っています

よ」 と答 えると， その 「行方不 明」の会

員 の職場 を教 えてくれました。 こうして

ベ ンはその会貝 を見つけることができた

のです。話 を聞くと， その人は数年前 に

改宗 したものの， も一う4年 間教会 には行

っていないということで した。奥 さんと

3人 の子供 は別の教会 に行 っていました。

教会 に来 るようにお誘 いすると， 自分 は

タバコも酒 もやっているからと，気乗 り

がしないようで した。 しかし，ベンはあ

きらめませんで した。何度 か職場でその

人と会 い，タバ コや酒 をたしなんでいて

も，彼に対する愛 は変 わらないことを伝

えました。そして家を訪ね，8歳 と13歳

になる子供を教会 に誘 ったのです。やが

てこの人はタバ コも酒 もやめ，家族です

べての集会に忠実 に出席するようにな り

ました。 ふた りの子供 もバプテスマを受

け，数カ月後 には彼 自身も長老に聖任 さ

れて，求道者 クラスの教師 となったので

す。

この ような経験 を重 ねながら，小さな

支部 は発展 していきました。 そしてその

年の暮れには，すべての補助組織 が完全

に組織 され， 日曜学校 と聖餐会の平均 出

席者が50人 を数 えるまでにな りました。

さらに翌年の5月 には，建物が手狭にな

り，新 しい集会所 と礼拝堂の建築用地 を

探すまでになったので した。

バプ テスマ数 も増加 し， この地域への

転入家族 も増えて，多 くの会員が活発 に

集 うようにな りました。6月 には，独立

支部 にな り，礼拝堂の建築用地が決 まり

ました。そして主が最初 に私 たちのもと

へ送 ってくださった人が，新 しく支部長

に召されたのです。

それか ら2カ 月 して，私 たちは新 しい

地へ転任することにな りました。転任 す

る日，胸の張 り裂 けるような思いでした。

私たちはその地で伝道 してすばらしい喜

びを味わい，支部の兄弟，姉妹，子供 た

ちは自分 の家族同然 になっていたのです。

今でも時折受ける心温 まる電話や手紙に，

大 きな喜 びを感 じています。

私 たちは伝道 を通 して特別 な祝福 を得.

ま した。それは，だれであろうと， どん

な苦難を負った人であろうと， すべての

人を愛することができるようになったと

いうことです。

ある 日，私たちはアルコール中毒 にか

かった女性 から電話 を受けました。 その

女性は結婚 して何年 もたたない頃に教会

に入 り， 日曜学校の教師として活躍した

ことのある人でした。 ところが，私たち

が捜 し当てたとき，彼女 は2部 屋 しかな

い小 さな トレーラーハウス(移 動家屋)

の中で，病 に伏 していたのです。

その女性 を病院に連 れて行 ったあと，

私だちば トシーラーハウスの掃除を引き

受けました。彼女はそこで，15歳 と11歳

になるふたりの息子 さんと一緒に，信 じ

られないようなひどい生活を送 っ』ていま

した。私 はウイスキーの空びんやビール

の空 き缶，汚れ物が散 らかる中で洗い物

をしました。太陽が じりじりと トタン屋

根 に照 りつけて汗が顔 を流れ落 ち，ゴキ

ブ リが足 をはい上が り，辺 りには耐えが

たい悪臭が漂 っていましたが， どういう

わけかあまり気にな りませんで した。，神

の子供 がひ とり助 けを必要 としている，

その ことしか頭になかったのです。次の

聖句が幾度 となく心 をよぎりました。「わ

たしの兄弟であるこれらの最 も小 さい者

のひとりにしたのは，すなわち，わたし

にしたのである。」(マ タイ25：40)

私 た ちはそれから10カ 月間にわたって，

この女性 に力を貸しました。その結果，ふ

たりの息子 さんは教会の集会に来るよう

にな りました。私たちが訪問するたびに，

彼女 は私の肩を抱いて，心 からの愛と感

謝の気持ちを言葉 にして くれました。

私 たちは転任 した次の地でもまた，支

部内の多くのお休 み会員 に働 きかける責

任 を受 けました。残 された4カ 月の伝道 、

期間中に，私 たちは65家 族 も訪問するこ

とができました。幾度 となく足 を運んだ

家族 もいます。 その中で活発化 にこぎつ

けることがで きたのは， わずか10家 族で

すが，た くさんの人々と友達になり，数

数の心温 ま蜀経験 をしました。私たちは

まかれた種がいつか芽 を出し，生長 する

ように願 っています。

伝道が終 わる前 日の夜 に行なわれた3

人のバプ テスマは，私 たちの伝道の最後

を美 しく飾って くれ ました。バプテスマ

を受けたのは，片規が会員の子供 たちで
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した。その子供たちに福音を教 えたこと

は，伝道中で最 も霊的な経験のひとつで

す。 レッスン中， 目を大 きく見開いて一

言一言に熱心 に耳 を傾 ける子供たちを見

ていて，私 はまるで天使たちに取 り囲ま

れているような、慰いが しました。バプテ

スマ会 には大勢の人が出席 し，そこで も

またみたまを強 く感 じました。そしてそ

のあと，私 たちは抱 き合いなが ら，涙 の

別れを したので した。

主が夫や私のような弱い人間を使 って

その目的を果たされるということは，実

に驚 きです。ベ ンはよくこう言っていま

した。「私は大 したことはしていません。

話すのはほとんど妻がしてくれますから。」

でも， それは違 います。障害 はあっても，

ベンには伝道の業 に必要な特別な才能 と
そな

資格 が具わっていました。主がベンを通

してみ業 を進めることができたのも，ま

た伝道 中の大変な時期 に私 たちを勇気づ

けて くださったのも，ベンに忍耐と不屈

の精神， 自己を捨てた寛大な心 と信仰，

悪習 に引きずられたみじめな人々に手を

差 し伸 べる能力があったからにほかなり

ません。

伝道を振 り返 ってみて，意外 だったの

ですが，大切なことに気がつきました。

それは， 日常生活 のあ らゆる経験が， た

とえ平凡なありふれたようなことであっ

ても，伝道 の良い備 えになっていたとい

うことです。 スカウ ト活動やMIA， 日

曜学校 などで若人と共に行動 してきたベ

ンの長年の経験は，伝道 に大 いに役立ち

ました。職場で人を組織 し指導 してきた

経験 もベンにはヵ となりましたし，手先

が器用 だったこともずいぶん役立ちまし

た。 また，ベンは子供が大好 きで，子供

と付 き合 うのが上手で したから，小 さい

子供 たちからも好 かれ慕われました。
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私 もまた，ベンと同じような経験を し

ました。私 にとって も， これまでの生活

はほとんどどれも，伝道 に必要な業 をす

るための備 えだったように思 えるのです。

子供の ときに詰め込んだわずかな知恵だ

ってそうです し，音楽や演劇の経験，秘

書や看護婦 としての仕事，心理学 を学 び

ながら受けた訓練，精神病院での仕事，

ホームメーキング技術，あの世 界的な大

恐慌 ・大不況時代 の経験，セ ミナ リーの

責任，たくさんの子供を育てあげた経験，

教会での責任など， どれを取ってみて も

みな伝道 に役立 ちました。主のみたまに

よって， 自分 では気 づかなかったいろい

ろな才能 が役 立ったことに，ただただ驚

いています。

全般的に見て，私 たちの1年 半の伝道

生活は，楽 しくすばらしいものでした。

私 たちが受けた祝福 や祈 りに対する答 え

は(個 人的な祈 りや，ほかの人のための

祈 りも含 め)，あまりに多すぎて語 り尽 く

せません。主はいついかなるときにも，

どこにいても，常に私たちと共 にいて く

ださいました。心やさしい親切 な方々 と

愛 を分かち合い，経験 を共 にできたこと

は，私たちの生涯で何 よりもすばらしい

嚇 県 1畢
榔

思い出となりました。また，若い長老 た

ちと良い関係 を築けたことも，大切な思

い出です。毎 月開かれるゾーン大会で，

霊的 に高められ，霊感を受けたことも，

忘れることができません。

伝道 に対 して弱気 になっているご夫婦

や，できないと感 じてお られる方々に，

ぜひ申しあげたいと思います。私たちに

できたのですか ら，皆 さんにできないは

ずがあ りません。ためらったり，恐れた

りしないでください。 自分 から進んで行

動 し，主 をイ言頼すれば，主は必ず必要な

力を与えてくださるでしょう。
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翼 懸 、 灘

襟灘灘灘
観鱗 灘轟鎌織羅 魏識 鋤懸灘灘 最灘

嚢藤騰趣難羅霧辮織 灘犠織麟翻懸嚢毒

叢麟 懸嚇 懇鐵

繕灘鍛麟 購翻 轍 蒙縦嬉灘嚢叢嶽鞍

鯉繭薄 辮鐵 篠懸繊灘麟 輔 灘麟麟欝蒙

慧癬 麟 欝 欝 灘 蘇 謬構 鑛鍾難憩

驚裟灘麟 羅 麟 灘懸懇撫灘騰鐵饗働難

懸灘灘灘 聾 癒灘 謙 醸 鐵叢騰慈審繰

懸 灘 翻嚢難麟 髭編遊襲麟麹雛簾覆鐵漢

灘

繋撚轍馨灘 撚一繋 麟麹鍵雛織鍵灘蔭塞

磯幾継 懸繋難雛灘塞部羅犠灘繊 難嚢1鐘

繋灘欝譲購灘 藩灘繊繍磁撚灘諜驚灘惣

辮麟 離 灘罵態 翼鎌縷穣難潔瀬灘鱒 犠

鐵灘繍懸懸難獺廼糖蕎

聖徒の道/1986年5月 号
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まず什 分 の 一 を

納めなさい 蹴 「

メッティ・ハ ンセン ・ロー

い
つ でしたか，私 の友 人が こう言

いました。 「まず支払 いを全部済

ませて，それから什分 の一を納めるのが

一番 よ。」私 にもその気持 ちはわか りま

す。 日々の生活 をや りくりするのが， ど

んなに大変 か知 っているからです。 その

ため私 たちはときどき，果 てしない負債

を負っているような気持ちになることが

あるのです。

大抵の人は，次の ような誘惑を1度 や

2度 は経験 して いると思 います。「先 に必

要な支払いを済 ませて，什分の一 は後 か

ら，そう，来月にでも納 めましょう。」で

も，数年前のある経験から，私 は確信 し

ました。 どの ような事情 も，什分 の一を

後回しにする理 由にはならないのです。

1978年 の春，私 はデンマークで，タイ

プセッ ト(植 字)の 仕事 を自分 で始めま

した。収入はす ぐに，勤めに出ていた頃

の倍 にな りました。予算 を組 み， こまめ

に帳簿をつけ，税金 を記録 しました。そ

のうちに，什分の一の口座 を作ることを

思 いついたのです。実際 は普通の預金口

座で したが，私 はそれを什分 の一口座 と

呼 び，非常 によいアイデアだと思いまし

た。それから数 カ月後 に，什分の一 口座

にたまった額を見て，私 は驚いて しまい

ました。 そして 「いつか貯金を全部 引き

出して，監督 に渡 しましょう」と思いま

した。 ところが，金額が増えるにつれて，

引き出すのがだんだんむずかしくなりま

した。そのうえ，貯金を増やすのが楽 し

みになってきたのです。

そうこうしなが らも，半年間は多くの

仕事 と収入に恵まれていました。 ところ

が，突然注文が来なくなったのです。来

る日も来る 日も，新 しい仕事 が入 りませ

ん。蓄 えが次 第 に減 り，私 は不安 にな

り始 めました。 しかし，次のように考 え

て自分を元気 づけました。「この状態が続

いたとしても，什分の一 口座 からいつで

もお金 を借 りることができるわ。」

母にこの考えを話す と，即座 にこう言

われてしまいました。「主にお返 しするお

金 に手をつけてはいけません。」母 は意志

の強い頑固な女性 なので，私 は大人にな

っても，母の言葉 を受 け入れられないと

きに反発することがあ りました。母はさ

らに言いました。「監督 に什分の一 を納 め

るのは，早い方がいいでしょう。 きょう，

預金を全部下ろして監督の ところに持 っ

て行きなさい。」

しかし，家賃 や車の経費，税金，電気

代，水道代 など，支払 いが山ほどあるの

に，手元のお金といえば，什分の一口座

の預金 しかないのです。私がそのことを

説明すると，母は言いました。「心配 しな

くても大丈夫。 きょうのうちに監督に納

めた方がいいわ。」

私 は気が進みませんでしたが，母の言

葉が正 しいことはわかっていました。そ

こで， まっす ぐ銀行へ行 きました。 これ

までの人生で，預金を引き出すのに， あ

の 日ほど試 されたことはあ りません。私

は力 を与 えてくださるように，主に祈 り

ました。

それでもまだ，監督にお金 を手渡すと

きは，重苦 しい気持 ちでした。収入 なし

に， どうやって仕事 と家庭 を切 り回す こ

とができるで しょうか。母が言 いました。

「あなたの長女 は
， もう一緒に断食でき

る年 頃です。丸1日 断食 して祈 りましょ

う。」私たちはそのようにしました。断食

をして3日 経 ちましたが，何 も起 こりま

r騨
厚 置 舜

麗 懸.
、灘

せん。母が「もう一度断食をしましょう」

と言いました。私 たちは再び断食をしま

した。その翌 日のことです。郵便配達人

が，初めての依頼人からの注文 を携 えて，

ドアをたたきました。 それは，翌月いっ

ぱい毎 日忙 しく働かなければならないほ

ど大 きな仕事で した。涙があふれ，母 と

誌、たりの娘 たちと共 にひざまずいて，主

の恵みに感謝 しました。

ところが， その後 とて も不思議なこと

が起 こりました。 コンピューターに植字

用のコー ドを入力 しようとしても，どう

してもうまくいかないのです。何度 も試

してみましたが， これまで何千回となく

使 ってきたはずのコー ドを， コンピュー

ターが受 けつけません。

私 は， この奇妙な現象について祈 る必

要があると感 じました。そして，祈 って

から原稿 を取 りあげると， ふいに手が汚

れてベタベタしているような感 じが しま

した。私 は手 をごしごし洗い， また仕事

10



珊雛

鱈 「

に戻 りました。 しか し原稿 を取 りあげる

と， きれいな紙 に印刷 されているにもか

かわ らず，手が汚れたような感 じがする

のです。

私 はどうしてよいかわからず，泣き出

して しまいました。 もう一度ひざまずい

て，主 に助 けを求めました。祈 り終 わっ

て少 しの間そのままひざまずいていると，

原稿 を最初 からではなく，最後 のぺ一ジ

から読むべきだと感 じました。

私 は仕事 を仕上げることばか りに気 を

とられていて，原稿 を読むことなど考 え

てもみませんで した。 その原稿 は，デン

マークの国立大学で使用する教科書の原

案で した。

後 ろのページから読んでいくと，2ぺ
ぽうとく

一ジ目に
， イエス ・キ リス トを冒濱する

言葉 が書いてあ りました。私 はこれ まで

読んだこともないようなひどい文章 に，

ぞっとしました。 しかも筆者 は，聖書 の

言葉 を引用して， その侮辱的な主張 を擁

聖徒の道/1986年5月 号

羅

、5轟、

き

護 しているのです。私の愛するデンマー

クで，大勢の若い学生たちがこの冒濱に

満 ちた文章を目にするのかと思 うと，悲

しくて涙 が出てきました。

突然，悪寒が走 りました。心の中でひ

とつの声が したのです。「メッティ，これ

を植字 してはいけない。 もしそうするな

らば，キ リス トを裏切ることになる。」ま

た，別 の声も聞 こえてきました。「あなた

が植字 しなくて も，いずれは印刷 される

ことになるのよ。 この仕事 をすれば，来

月の支払いが楽 になるわ。」

私 は再 び，力を求 めて祈 りました。あ

の時ほど頻繁 に祈 ったことはあ りません。

私 は印刷業者に電話 をかけて，残念です

が この仕事 はお引 き受けできませんと伝

えました。業者 は大変驚いたようでした

が，先方でも原稿 を読んでいる暇がなか

ったことを認めました。そこで私は，不

快な箇所 をお読 みしましょうかと言って，

その文章 を読んで聞かせました。すると，

「何 か宗教 を信 じているのですか」 と尋

ね られたので，教会員 としての自分の生

活 を手短 に話 しま した。業 者は私の話

を尊重 して くれ，「別の人にその仕事 を依

頼 しますから，原稿 を返送 して ください」、

と言 いました。私 は心の中で 「もう二度

と， この業者から仕事を受 けることはな

いだろう」 と思 いました。

再 び，母 と娘 と私 は断食 して祈 りまし

た。何の注文 も，仕事 もないまま，4日

が過 ぎました。 この悲惨 な数 日間，私 は

もう少 しで，仕事 を断わって しまったこ
の

とを後悔 するところでした。私 は主 に嘆

願 しました。そして抗議 まで したのです。

「私 をお見捨てになるおつもりですか
。

私 は什分 の一をきちんと納めました。信

仰のために，収入のある仕事 も断わりま

した。何が欠けていると言われ るのです

か。 どうぞ， お助けください。」もし応え

がなければ，子供たちまでが次のように

尋ねていたことでしょう。「お母 さん，主

が助けてくださらなくても， 日曜 日に教

会 に行 くのはどうしてなの。」

その翌 日，5日 目のことです。堅固な

信仰を持 った母でさえ，疑いを抱き始め

た頃，玄関のベルが鳴 りました。郵便配

達人でした。「お宅の郵便物が多すぎて，

2回 に分 けなきゃ運べませんよ。」そう言

って，デンマーク各地から届いた大 口の

注文 を，8つ も持って きて くれ ました。

昼夜働 いたとして も，6カ 月はかかる量

の仕事 です。

確かに，主は私 たちのために天の窓を

開いて くださいました。 それ以来，仕事

が途切 れたことはあ りません。原稿 を返

したあの業者 も，今では一番 の得意先に

なっています。

あのことがあってからというもの，私

も娘たちも，什分 の一を納めるのがむず

か しく思 えたことはありません。ときど

き，苦 しい時期 に誘惑を受けることはあ 、

っても，主が惜 しみなく注いで くださっ

た祝福 を否定することはで きないからで

す。 また，主から教 えられた次の教訓も

忘 れることがで きません。「収入を得 た

ら， まず什分 の一を納めなさい。」

*メ ッティ ・ハンセン ・ローは3児 の母

で， ソル トレーク ・シティーワー ド部 の

聖歌隊員 を務 めている。
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串奪串奪串奪串奪串奪串奪串奪串

教会の基本的な教えの中には，モ

ルモン経に記されていないものが

幾つかあるのに，なぜモルモン経

が 「完全なる福音』(教 義と聖約

20=9)を 載せていると冒えるの

ですか。光栄の3つ の段階，永遠

の結婚，前世における霊の存在，

死者のためのバプテスマなどの教

義が，モルモン経に含まれていな

いのはなぜですかo

串奪轟容串奪串奪麟索串奪串奪串

解答者

ダニエル ・H・ラ ドロー 、

(教会 コー リレーション委員会

ディレクター)

12

イ
エス ・キ リス トは二 一フ ァイ人

に向かって，「福音」とい う言葉

を次のように定義 されました。「見 よ，わ

れはすでにわが福音を汝 らに授けたるが，

その福音 を言 い換 うれば次のごとし。 ま

ずわが父 われをつかわしたまいたれば，

われは父 のみこころを行わんとてこの世

に来れ り。」(III二 一フ ァイ27：13)そ れ

か ら救い主は，瞭罪にっいて再度話され

ました。 すなわち，悔 い改めて，バプテ

スマを受 け，聖霊 を授かり，終わ りまで

耐え忍ぶことの必要性 を説かれたのです。

(III二一 フアイ27：13-22参 照)

「福音」とは
，「よきおとずれ」という

意味です。つまり，イエス ・キリス トに

よって，私た ちが天父のみもとに帰れる

ようになった という，喜 ばしい知 らせな

のです。イエスは，罪のない完全 な生涯

と，ゲツセマネや十字架上での苦難 を通
とが あがな

して， アダム とイヴによる最初の瞥 を購

われただけでなく，私たちが罪の結果で

ある霊の死か ら救われるようにしてくだ

さいました。 また，十字架上 の死 と復活

を含 む腰罪を通 して，肉体の死 という永

遠の鎖か ら私 たちを解 き放 ってください

ました。

貝費罪のこれ らの効力 は全人類 に及 びま

すが， 「よ きおとずれ」にはそれ に加 え

て，神のみ前 にたち帰 るために私 たちが

しなければならないことも含 まれていま

す。ペテ ロはその ような原則 を幾っか

教 えました。ペンテコステの 日に，「兄弟

たちよ，わたしたちは，どうしたらよい

のでしょうか」(使 徒2：37)と 尋 ねられ

たとき，ペテロは次のように答 えたので

す。「悔 い改めなさい。そして，あなたが

たひとりびとりが罪のゆるしを得 るため

に，イエス ・キ リス トの名 によって，バ

プテスマを受けなさい。そうすれば， あ

なたがたは聖霊の賜物を受けるであろう。」

(使徒2：38)

ペ テロのこの答 えは，信仰箇条第4条

に相当するものです。「われ らは，福音の

第一原則 と儀式 とは，第1， 主イエス ・

キリス トを信ず る信仰，第2， 悔改め，
ゆる

第3， 罪の赦 しを受 くるために水 に沈め

らるるバプテスマ，第4， 聖霊の賜 を授

かるための按手礼 なることを信ず。」

救い主が二一ファイ人に与えた次の言

葉 は，福音を最 もわか りやすく要約 した

もののひとつです。

「そもそも
，清からざるものは御父の

王国 に入 ることを得 ず。信仰をし， すべ

ての罪を悔い改め，終 りまで誠 をつくし，

以てわが血によりてその衣 を洗 いし者の

ほかには御父の安息に入 り得 る者な し。
なんじ

さて，世界の隅々に至る者たちよ。汝

らは聖霊 を受けて聖 められ， また終 りの

日にわが前 に罪なしとせ られんために今

悔い改め，われに来てわが名 によ りてバ

プテスマを受けよ。 これ汝らに与 うる命

令な り。

われまことに， まことに汝 らに告 ぐ，

以上 はわが福音な り。わが教会に於てな

すべ きことは，汝らすでによく知れ り。

すなわち，汝 らが見 たるわが行いを汝ら

もせ よ。 これらのことは汝 らも行 うべき

ことなればな り。」(HI二一 ファイ27：19-

21)

「完全 なる福音」 の本質は
， この簡潔



L

し

1
モルモン経の中にはバプテスマの原則が教えられています。しかし，幾つかの

儀式は後の世になって明らかにされました。

な聖句の中に見 られますが，さらに詳 し

い説明がモルモン経 の至 るところに記 さ

れています。それ らの聖句 を通 じて，モ

ルモン経 は腰罪の教義 と，福音の基本的

な原則 と儀式 を明らかに強調 し，説明し

ているのです。それ に従 う人々は， 日の

光栄 の王国で神のみ前にとどまることが

できるで しょう。ですから， たとえ昇栄

に必要 なすべての儀式について記されて

いなくても， モルモン経 には完全なる福

音，すなわち 「よきおとずれ」が載 って

いると言 えるのです。

次 に2番 目の質問です。なぜモルモン

経には，教会 のすべての教義 にかかわる

教えが含 まれていないのでしょうか。

有能な作家は，作 品を書 くときに， そ

の目的と読者 とを心に描いているもので

す。 したがって， なぜある教 えが書かれ

ていて， ほかの教 えが書かれていないの

かを理解 するには，モルモン経の著者の

目的 を知 ることが大切です。

モルモン経のおもだった4人 の著者(版
へんさん

を刻んだ人 または編纂 した人)は ，二一

ファイ，ヤコブ， モルモン， モロナイで

す。 この4人 はいずれも，イエス ・キ リ

ス トに直接会 った証 し人です。二一フ ァ

イとヤコブは，肉体を受ける前のイエス・

キ リス トの訪れを受け(II二 一 ファイ11：

2-3参 照)， モルモンとモロナイは，復

活 したイエス ・キリス トの訪れを受 けま

した。(モルモン1115;イ テル12：22-

39参 照)さ らにモロナイは，肉体 を受け

る前のキ リス トに関 して， ジェ レドの兄

弟が残 した証 を記 しています。(イテル3：

9-16参 照)こ のように4人 の兄弟 たち

の記録 は， キリス トの神性 を力強 く証 し

ているのです。

4人 の著者 はそれぞれ，記録のおもな目

的 は人々をキリス トに導 くことであると

指摘 しています。 目的のひ とつ として，

彼 らの記録 が「ユダヤ人の記録」、(1二 一

ファイ13123参 照)で ある聖書の教 えに

対する 「もうひとつの証」 になることを

あげた著者 もいます。 けれども，福音の

教 えと儀式をすべて網羅することを目的

とした著者は，ひとりもい ません。事実，

彼 らが しばしば述べているように，モル

モ ン経には，キ リス トを信ずるために必

要な事柄 と，記録 するように霊感を受け

た り命 じられた りした事柄 だけが記 され

ているのです。(1二 一ファイ19：2;II

二一 ファイ2812;31：1;32：7;ヤ

コブ1：19;皿 二 一ファイ26：12;30：

1;モ ルモ ン519-13;8：1;イ テ

ル8：20;13：13参 照)

簡 潔な例を取 りあげて， この4人 の著

者がキリス トに関する知識について述べ

た言葉に注 目してみましょう。

二一フ ァイ ニ 「だから私たちが力 をっ

くして書 き記すのは， 自分たちの子孫と

兄弟たちを説得 してキリス トを信 じさせ

・るためであ 〔る
。〕……私たちはキリ

ス トのことを話 し，キ リストのことを喜

び，キ リス トのことを説教 し，キリス ト

のことを予言 し， また私たちの子孫にど

こに罪の赦 しを求めるかを知 らせるため

に自分 たちが予言 したことも書 くのであ

る。」(II二 一 ファイ25：23，26)

ヤ コブ ： 「私 たちがこのい くっかの言

聖徒 の道/1986年5月 号 13



葉 をこの版 にのせるのは，私たちが もう

すで にキリス トのことを知 っていること

と， またキ リストが降臨 したもう何百年

も前 に私たちばかりでな く私たちよりも

先に出たすべての聖 い予言者たちもまた，

すでにキリス トの栄光 を待 ち望 んでいた

ことを兄弟たちと子孫 たちに知 らせるた

めである。」(ヤ コブ4：4)

モル モン ： 「その先祖のことを知 り，

自分の罪 と悪事 とをことごとく悔 い改め

て，イエス ・キリス トが神 の御子である

ことを……信 じなくてはならない， この

事 もよく知 れ。……

それであるか ら，悔 い改めてイエスの

御名 によってバプテスマを受 け， またキ

リス トの福音 を心 に捕 えよ。福音 はこの

経典 に記 されてあなたたちに伝 わるだけ

でなく， ユダヤ人から異邦人 に伝 わり，

異邦人からあなたたちに伝 わって行 く書

物にも記 されてある。

この経典 〔モルモン経〕を書 き記 した

のはユダヤ人 から伝わるあの書物 〔聖書〕

をあなたたちに信 じさせ るためである。

もしあなたたちがその書物 を信ずるなら

ばこの経典 も信ずるにちがいない。 もし

この経典 を信 ずるならば，あなたたちの

先祖のこと， また神の権能 と力 とによっ

て先祖の間になされた驚嘆すべ き業のこ

とを……知 るようになる。」(モルモン7： 『

5，8-10)

モ ロナイ ： 「私 はこれ らの事をあなた

たちが忘れないようにすすめる。なぜな

らば，あなたたちが神 の法廷で私 と逢 う

時が……来て，その時主なる神 が 『この

人の書 きしわが言葉 は……汝 らに宣べ伝

えしにあらずや』とあなたたちに仰せに

なる……からである。……
み もと

キリス トの御許に来てキリス トによっ

て全 くなれ。一・…

もしあなたたちが神 の恵みを受 けキリ
ちか ら

ストにより完全 な者 となって，神 の能力
め ぐ み

と権能 とを否定せぬならば，神の恩恵を
こうむ

蒙 リキ リス トにより聖められ，御父の誓

約の中にあること，すなわちキ リス トが

血を流したもうたことによりあなたたち

は罪の赦 しを受 けて汚れを除かれ聖 くな

る。」(モ ロナイ10：27，32-33)
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4人 の著者 は，真の教会が地上 から取

り去 られ，不信仰 な時代 を経 た後，終 わ

りの 日に彼 らの記録が世 に出ることも知

っていました。(II二一ファイ25：3-23;

26：16-24;ヤ コブ4：4，13-16;モ

ル モン8：25-35;モ ロ ナイ10124-34

参 照)こ のように，4人 の目的は，教会

貝 になったあとで受 けるはずの福音 のすべ

ての教 えと儀式 を伝 えることではなく，

私たちをキ リス トと真の教会 に導 くこと

だったのです。

モルモンは，様 々な版 を抄録 したとき

の経緯 を説明 して，すべてのことを記録

するのは不可能であると述べています。
じ せき

「私 の民の事蹟 はその百分の一 さえも書
ノ

くことがむつかしい。」(モ ルモン言1：

5)そ れ にもかふわらず，モルモ ンをは

じめとするお もな著者たちは，イエス・キ

リス トを証するという明確な使命 を忠実

に果たしたのです。

主ご自身が指摘 されたように，主 は神

の子らと共 にみ業を進めるとき，「言葉に
いましめ

言葉 を加 え，誠命に誠命 を加 えて…… こ

こにも少 しく教 え，か しこにも少 しく教

え」られます。(II二一 ファイ28：30)1830

年4月6日 ，この神権時代 に教会 が回復

されたとき，現在私 たちが受 けている儀

式の多くは，まだ教会貝 に与えられてい

ませんで した。 たとえば， この質 問に出

てくる事柄 について，-詳しい教 えを含む

啓示が与えられたのは，以下 に示 すよう

に，ずっと後 になってからなのです。

1.光 栄の3つ の段階に関する詳 しい教

2.

3.

4.

え は，教義 と聖約第76章 にあるが，

この啓示が与えられたのは，1832年

2月16日 で ある。

永遠の結婚 に関するおもな教義と指

示は，1843年5月(第131章)と1843

年6月(第132章)に 与えられた。

・前世 での霊の存在 に関する教えは
，

教会設立後かな りたってから， ジョ

セフ ・ス ミスによって与えられた。.

1844年4月 の総大会 で， この教義に

関する最 も重要 な声明のひとつが出

された。(「予言者ジ ョセフ ・スミス

の教 え」pp.342-62参 照)

死者 のためのバプテスマに関す る教

えは，主 として1841年1月(第124章)

と1842年9月(第127，128章)に 明

らかにされた。

イエス ・キリス トも地上 にお られたと

き，「言葉 に言葉を加 え」られて福音を身
まつた

につけていかれ ました。「彼 は始めに完 き
め ぐみ

を受けずして絶えず恩恵に恩恵を加えら
しか

れ，ついに完 きを受け しな り。而 して，

かくて彼 は神 の子と呼ばれた り。そは，

最初 より完 きを受けしにあらざればなり。」

(教義 と聖約93：13714)

主 は，「言葉 に言葉 を加 え，誠命に誠命

を加 え」(II二 一 ファイ28：30参 照)ら れ

て学ぶという原則 について，次のように

言われました。

「われ これらのことばを汝 らに告 ぐる

は，汝 らわが言うところを聞きて礼拝の
さと

方法を覚 りて知 り，礼拝するものを知 り，
しか

かくしてわが名 によりて御 父に来 り，而

して時至 りて御父の完 きを受 けんがため

なり。……

而 して，人 もし彼 の誠命 を守 らずんば

完きを受 くることなし。」(教義と聖約93：

19，27)

これ らの原則 は，生 ける予言者には真

の教会の会員のために，聖霊の力によっ
こころ

て 「主の意」 と 「主 の精神」を受ける資

格 がある， という教義 と一致 しています。

(教義 と聖約68：4参 照)ま たこの教義

は，信仰箇条第9条 にも表われています。

「われ らは
，す べて神 のこれまでに啓示

したまいしこと，すべて今啓示 したもう

ことを信 じ， なお今 より後，神の王国に

つきて多くの偉大 にして重要 なることを

啓示 したもうことを信 ず。」

これらの教 えや教義 は，予言者 ジ ョセ

フ ・ス ミスの次 の言葉 とも一致 していま

す。福音の原則 は 「聖 なる書物 やモルモ

ン経に基づくもので，人が 日の光栄の王

国 に入 るための唯一の道である。」(「予言

者 ジョセフ ・ス ミスの教 え」p.16〉 した

がって，モルモン経に記 されている完全

なる福音とは，人が 日の光栄の王国で神

のみ前 に入 るにふさわしくなるために守

る必要のある， これ らの教 えを意味 し七

いるのです。



彫奪串奪串奪串奪串容串奪屹奪串

モルモン経には，神はひとりだけ

であって，'しかも霊のお方である

と取れる聖句があ りますが，'どう

説明すればよいでしょうか。

串奪串奪串奪串奪串奪串奪串奪串

解答者

ロイ ・W・ドクシー

(十二使徒評議員会事務局補佐，

ブリガム・ヤング大学宗教教育学部

名誉学部長)

モ
ルモ ン経 を読 んで いると，神会

ド

に関 して末 日聖徒 の教義 と一見

矛盾するかのような聖句 に出会い，戸惑

いを覚えることがあります。 しかし，モ

ルモン経 の全編 を貫 く教 えに照 らし，前

後の文脈 からそれ らの聖句を判断すれば，

少 しも矛盾 していないことがわか ります。
へ

すなわちモルモン経 は，父なる神 と御子

イエス ・キ リス トと聖霊 が別々のお方で

あ り，御父と御子が霊のお方ではないと

教 えているのです。

「袖は一つよ りも多いか」

この質問はアルマ書第11章 に関連 して

聖徒 の道/1986年5月 号

よく出されます。 その章には，敵対者 ゼ

ーズロムが宣教師アミュレクに論争を挑

むくだ りが描かれています。

「ゼーズロムは善 を破 ろうとするため

に悪魔のはか りごとに熟練 している男で

あるから 『お前 は私 の質問 に答 えてくれ

るか』 と言ったのである。

それに対 しア ミュレクは 『もし答える
うち

ことが私の中にある主 の 「みたま」にか

なうならば答 えるが，主の 「みたま」に
な

かなわないならば私は何 にも答えない』

と言 った。するとゼーズロムはア ミュレ

クを試みて 『見 よ， ここに銀六オ ンタイ

ある。汝がもしも全能の神がないと言 う

なら私 はこれをみな汝にやろう』 と言 っ

た。一

ゼーズロムがまた 『それならば，汝 は
まこと

生ける真の神があると言 うのか』 ときく

と， アミュレクは 『さよう，生ける真の

神はまします』 と答 えた。

そこでゼーズロムが 『神 は一つよりも

多いか』 と問うと，

ア ミュレクはそうではないと答えた。

またゼーズロムが重ねて 『それではど

うしてそれらのことを知 っているか』 と

きくと，

ア ミュレクは 『天使が私 に示した』 と

答えた。」(ア ルマ11：21-22，26-31)

ア ミュレクの言葉 を理解 するには，そ

の背景 となる事柄 を十分 に知 る必要があ

ります。二一ファイ人の先祖 であるイス

ラエル人の多 くは，歴史の大半 を通 じて，

エジプ トやカナンの異教 の神 々に心 を寄

せてきました。 モルモン経 には，ゼーズ

ロムの住むアモナイハの民が具体的にど

のような背教的思想を受け入れていたの

か，記 されていません。 しかし，先祖の

イスラエルの民の一部 がそうであったよ

うに，アルマの時代の背教 した二一フ ァ

イ人の中に，偶像崇拝者がいたことは明

らかです。 アミュレクの同僚 アルマは，

大判事 と教会の大祭司 を兼任 していたと

き，教会員 を信仰のあつい堅固な民にし

ようと努力 しました。ところが，「教会 に

属 していない者は魔法を使 い，間違 った

神 を拝」んでいたのです。(アルマ1：32)

や が て背教の問題が深刻化 してきたため，

アルマは判事の座 をほかの人 に譲 り，「自

分がその民である二一ファイ人の中を巡

ってあるいて，神 の道を民に宣べ伝え」

ました。(ア ルマ4：19)

アル マは宣教師 として巡 り歩 くうちに，

偶像礼拝 に陥っている民が大勢 いること

に気 づきました。たとえば，ゾーラム市

の民は 「主の道を曲げ， またその支配者
いざな

であるゾーラムが人々の心を誘って物の
ヨ

言 えなし～偶像 を拝 ませ」ていたのです。

(アルマ31：1)

以 上 が， アルマとア ミュレクがゼーズ

ロムと相対するまでの背景です。 この観

点から見れば，ア ミュレクの答 えは完全

に理解で きます し， もちろん，正 しいこ

とがわかります。 すなわち， ただひとり

の 「生 ける真 の神」がましまして，人間

の造 った偽 りの神 々の中に並 ぶものはな

い， ということなのです。

もちろんアミュレクは，神会 には3人

の別々のお方がおられ， 目的において一

致 してお られることを理解 していました。

ですからゼーズロムに向かって，「あらゆ

る人が……一つの永遠 の神会 を成すお方，

すなわち御子なるキリス トと父なる神 と

聖霊 との法廷 に召される」 と宣言したの

です。(ア ルマ11：44)御 子 と聖霊は，そ

の 目的や使命や栄光 において 「生ける真

の神」 とひとつになっておられますから，

お三方 はまぎれ もな く 「一 つの永遠の神

会」を構成 しておられるのです。

ア ミュレクとゼーズロムの話が終わる

と，アルマは 「ゼー ズロム 〔が〕 アミュ

レクの言葉 に言い破 られた……様子を見

てゼーズロムに話 しかけて，ア ミュレク

の言葉を証明 し，またア ミュレクよりも

さらに一歩進めて くわしく聖文 を解 き明

し， またア ミュレクの話さなかったこと
きか

まで も説 き聞せた。」(ア ルマ12：1)

ア ル マはゼーズロムに 「一歩進めてく

わしく」説明する中で，神会の概念を一

層明確 にしています。

「神 はその御子の御名 を通 して人々に
そなわ

勧 めたもうた。・(これがすなわち備 ってい
あがな

る頗 いの計画である)す なわち『汝 らも

し悔 い改めてその心 をかたくなにせずば，
ひとりご

われはわが生む独子によりて汝らを憐む
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べ し。 よりて悔い改 めてその心 をかたく

なにせざる者は，わが生 む独子 によりて

罪の赦 しを得 さする憐みを求むる権利 を

受 く。』」(ア ルマ12：33-34。 下線筆者)

ここで明確 にされた真理 は，神 とその

独 り子が別々のお方である， ということ

です。これは，アルマとアミュレクがゼ

ーズロムと交 わした議論の中で明らかに

されています。 また興味深いのは， ひと

りの 「生 ける真の神」に関するア ミュレ

クの言葉 が， 同じような状況 の中で語 ら

れたパウロの言葉 とよく似ていることで

す。パウロはコリント人に，次の ように

語 っています。「わたしたちは，偶像 なる

ものは実際は世 に存在 しないこと，また，

唯一の神のほかには神がないことを，知

っている。

というのは，たとい神々といわれるも

のが，あるいは天 に，あるいは地 にある

として も，そして，多 くの神，多くの主

があるようではあるが，

わたしたちには，父なる唯一の神のみ

がいますのである。万物 はこの神 から出

て，わたしたちもこの神 に帰する。 また，

唯一の主イエス ・キ リス トのみがいます

のである。万物 はこの主により，わたし

たちもこの主 によっている。」(1コ リン

ト8：4-6)

パウ ロもア ミュレクのように，唯一 の

神，すなわち御父の存在 を宣言 し，同時

に，主イエス ・キ リス トの神性 に関 して

証を述べているのです。

モルモン経 には，御父 と御子がはっき

りと区別 して描かれている箇所がありま

す。たとえば，復活 したキリス トが二一

ファイ人にみ姿 を現 わされ・る直前に，次

のように宣言する御父のみ声が聞 こえて

きました。「わが喜ぶ愛子を見 よ。われ は
よ

これに由 りてすでにわが名 の栄光 を示 し

ぬ。わが愛子 に聞 け。」そこで群衆が 「ま
くに

た天を仰 ぐと，天か ら一人の男の方が降

りたもうのが見え」，1そのお方が御子イエ

ス・キ リストで した。(HI二 一 ファイ11：

7-8)こ れ と同じような出来事 が，聖
へんぽう

書の中では，救い主のバプテスマや変貌

についての記録 に見 られます。天父はい

ずれの場合 も，天から語 りかけて，地上
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のイエスをご自分の愛子 として認 めてお

られるのです。(マタイ3：17;17：5参 照)

神 会が目的(人 の救い)に おいてひと

つであることは，モルモン経と聖書 の両

方 に説明されています。モルモン経によ

れ ば，復活 したイエスは次 のように祈 ら

れました。

「父よ， われは世 のために祈 らず， た

だその信仰 の厚 き故に父が世の中より選

び出してわれに加 えたまえる者共 のため

に祈 り，かれらがわれによりて清 められ

んことと， また父がわれにいます如 くわ
あ

れもかれらに在 りてかれらと一つになり，

かれらによりてわが栄光 を示 さんことを

ねがう……。」(HI二 一ファイ19：29)

また，救 い主 はパ レスチナでみ業 を行

なわれたときにも，同じような祈 りを捧

げられました。聖書 にその祈 りが記録 さ

れています。(ヨハネ17：11，21-22参 照)

イエスはいずれの場合 も， ご自分 と御父

が存在 や実体 においてではなく， 目的に

おいてひとつであるように，すべての弟

子が 目的 をひとつにして一致で きるよう

にと祈 られ ました。

「神の御子は永遠の父であるか』

ゼーズロムは論点をはぐらかそうとし

て，「神の御子は真 の永遠の父であるか」

と尋ね ました。

ア ミュレクはこれに答 えて言いました。

「さようである。神の御子は天地 と天地

の間にある万物 との永遠の父である。神

の御子 は始めにしてまた終 り，最 も前に
のち

してまた最 も後である。

また神 の御子 はその民の罪を蹟うため

にこの世に降臨 し， その名 を信ずるすべ

ての者 の罪とがを負いたもう。」(ア ル マ

ll：38-40)

モル モン経は，イエス ・キリス トが神

の御子であると同時に，いくつかの点 に

おいて，私 たちの父でもあ られることを

明 らかにしています。 まずひとつには，

イエスは御父の指示の下 にこの世界 を創

造されたので，天地の父であられます。

たとえば，ベ ンジャミン王 は次のように

言明 しています。「このお方 は神 の御子，

天地の父，創世 の時から万物を造 りたも

うている造 り主 イエス ・キリス トと呼ば

れ……る。」(モーサヤ3：8。 下線筆者)

これは新 しい教義 ではあ りません。聖

書の中の予言者たちも，御子が天 と地の

造 り主であると証 しています。ヨハネは

次のように証 しま した。「すべてのもの

は， これ によってできた。できたものの

うち，一つ としてこれによらないものは

なかった。」(ヨ ハネ1：3)パ ウロも，

「万物は
，天にあるものも地にあるもの

も……みな御子 にあって造 られた」 と宣

言 しました。(コ ロサイ1：16)し か し，

御子が天父の代理人として働かれたこと

は明 らかです。 パウ ロはエペ ソ人 に宛て

た手紙の中で， 「イエス・キ リス トにより

万物 を創造 された神」(欽定訳工ペソ3：

9)と い う表現 を用いています。

イエス ・キ リス トは別の点でも父であ

られ ます。福音を受け入れた人々は，主

との新 たな関係における養子縁組 と誓約

により， イエスを父 とするのです。 アビ

ナダイはこの関係 に触れて，予言者 とそ
こうえい

の言葉に聞 き従 う人々を 「御子の後喬」

と呼 んでいます。(モーサヤ15110-13参

照)ベ ンジャミン王 も悔 い改めた二一フ

ァイの民 に向かい，この関係を明 らかにし

ました。「お前 たちの結んだ誓約のために

お前 たちはキ リス トの子 と呼ばれ， キリ

ス トの息子や娘 と呼 ばれる。それ は今 日
あらた

キリス トがお前 たちの精神 を新 に生みた

もうたか らである。お前たちはキ リス ト

の御名 を信ず るから自分 の心が改 まった

と言う。従 って，お前 たちはキ リス トに

より生れてその息子や娘 となった。」(モ

ーサヤ5：7)こ の ように
， イエス ・キ

リス トは養子縁組 によ り，義人の父 とな

られるのです。

イエス ・キ リス トが父であるもうひと

つの理由は， イエスには永遠 の御父 を代

表する権能が授け られていることです。

復活したキリス トは二一、ファイ人に向か

って，御父 と御子 とはひとつの神会 をな

すので，御子のみ名によって御父に祈れ，

と教 えておられます。(m二 一ファイ20：

31，35参 照)パ レスチナの弟子たちにも，

「わたしと父 とは一つである」 と教えら

れま した。(ヨ ハネ10130)し か し同時
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に，「父 が わ た し よ り大 き い か た で あ る か

ら で あ る」(ヨ ハ ネ14：28)， 「わ た し は 父

の名 によってきた」

べておられます。

ヨ ハ ネ5143)と 述

神 は霊のお方か

モルモン経を読む人の中には，神 を「大

霊」 と呼んでいるふたつの聖句に関心 を

持つ人がいます。 しかしここで も，それ

らの聖句の背景を理解 することが大切 に

な ります。

アンモンが レーマン人の王ラモーナイ

を教 えたときの様子が乳次のように描か

れて います。1「アンモンは……まず，王は

神 のましますことを信ずるかとたずねた。

王 は答 えて 『われはそれが何の ことだ

かわからない』 と言った。

そこでアンモンは，王は大霊 のあるこ

とを信ずるか と聞 くと，

王 が 『その通 り大霊は信 ずる』 と答 え

たので，

肇
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アンモ ンは，大霊はすなわち神である

と言 〔っ〕た。」(ア ルマ18：24-28)

次 は， アンモ ンの兄弟アロンが，ラモ

ーナイの父の王を教えている場面です。

「王はまた 『神 とはわれわれの先祖をエ

ルサ レムの地 から導 き出したあの大霊 で

あるか』 とたずねたので，

アロンは王 に答 えて 『その通 り，あの

大霊のことであって，その方 は天地 にあ

るすべてのものを造 りたもうた……』 と

言った。」(ア ルマ22：9-10)

ア ンモンとアロンは， それぞれの状況

の中で，神 に関する王たちの定義を単に

受 け入れたに過 ぎません。王たちが基本

的な真理 を幅広 く学 んで， さらに詳 しい

知識 を理解で きるようになるまでは，そ

れで十分 であると考 えたからです。

では，このふたりの宣教師は誤 った教

義を教 えたのでしょうか。 そうではあ り

ません。どちらの王も，「大霊」が天と地

にある万物の造 り主イエス ・キ リス トで

聖徒 の道/1986年5月 号

1

ジ ェレドの兄弟はまだ肉体を

受けていないキリストの霊体 ・

を見ました。

ある， と教 えられています。当時，エホ

バ として知 られていたイエス ・キリス ト
の

は， まだ肉体 を受けていない霊のお方で

したから，万物 の創造主，「大霊」と呼ぶ

こともで きたのです。

ただしモルモ ン経は，神が霊 の存在で

あるとする見解 を一掃 し，御父と御子が

肉体 を持つお方であるという教義 を明 ら

かに宣言 しています。 たとえば， ジェレ

ドの兄弟は， まだ肉体 を受 けていないキ

リス トの霊体 を見 ましたが， そのとき主

は次のように言われ ました。「汝 らがわが

形 にかたどりて造 られたることを今汝 は

見ずや。最初 に一切の人々はわが形にか

たどりて造 られた り。

見よ，今汝が見 るこの体 はわが霊体 な

り。われはわが霊 の体 にかたどりて人現
そな

わるると同 じ形の肉体 を具えてわが民 に

もまた現われん。」(イ テル3：15-16)

それ から2，000年 後 に，エホバはその霊

に肉体 をまとってこの世 に誕生 されまし

た。こうして，「人がはじめに造 られた形

と同 じ……神の形」を受けられたのです。

(モーサヤ7：27)

復活 したキリス トは，エルサ レムとア

メ リカ大陸の弟子 たちを訪れたとき， ご

自身の脇腹 に手を差 し入れるように， ま

た手足にある釘跡 に触れるようにと言わ

れました。(ヨハネ20：27;HI二 一 ファイ

11：14参 照)そ レて二一フ ァイ人への訪

れが終 わりに近づいたとき，すでに復活

体 となった主 は 「われは今御父のもとへ

行 く」(皿 二一ファイ27：28)と 言 われま

した。

モルモン経 は，書 き記す ことのできた

事柄の 「百分 の一」 も収め られていない

抄録版ですが(モ ルモ ン言1：5参 照)，

神会 に関す る正 しい教義を含め，イエス・

キ リス トの完全 なる福 音が収 められてい

るのです。
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七十人第一定員会会員

ジ ョン ・K・カー マ ック

そ
れ は金曜 日の晩で， しかも韓国の

ソウル市にある合衆国第8陸 軍司
「

令部の給料 日で した。私は 日中ずっと任

務 についていたので，夜は読書 をした り，

手紙を書 いた り， 自分の好 きなことをし

て時間を過ごしていました。

給料 日は大歓迎 なのですが，兵隊の中

には，特 別手当 の現 金を クラブで浪費

して大騒 ぎする者 がいました。その晩 も

就寝時問が近づいた頃に，酔っぱらった3

人 の兵隊が，騒々 しく営舎に入 ってきま

した。

陸軍の粗末 な施設は，第2次 世界大戦

以前 に日本の占領軍が建てたものでした。

その兵隊たちが部屋に入 ってきた途端，

それまでの平安 と静寂 はどこかへ消えて

しまいました。私 は騒々しレ】侵入者か ら

顔 を背けると読書 を続け，一変 レた部屋

の雰囲気 を無視することにしました。

ひとりで静 かにしていたいと思ってい

たところ，3人 の中で背 が高く顔 だちの

よい兵隊が私 を仲 間に入れ ようと， よろ

けながらベッドの方 に近づいて来 ました。

「何を読 んでいるんだP」 「ジョン・スチ

ュアー ト・ミルの伝記だよ。」そう答 えな

が ら顔 を上 げて相手 を見た途端， その

兵隊がアルマ ・アンダーソン(仮 名)で

あるこどがわか りました。小 さいけれ ど

互いに気心の知れたソウルの教会で，一

緒だった男です。アルマも私に気づいた

ようでした。

アルマは，ひどく取 り乱 した様子 で背

を向けると，私か ら離れようとしました

が，反対 に私 の方へ倒 れ込んでしまいま

した。「アルマ，2，3カ 月前のグループ

集会で君を見かけたよ。」

「ああ
，覚 えてるよ。」アルマは気乗 り

しない様 子で答 えま したが，戸惑 いが

顔に出ていました。そ して突然 こう言っ

たのです。「教義 と聖約 を知 ってるだろ。

知恵の言葉を読んで くれないか。」私は教

義 と聖約 を取 り出す と第89章 を開けて，

「強 き飲料 は腹 のためにな らず」(教義 と

聖約89：7)と い う節 を含 めて，知恵の

言葉 として知 られる啓示を一詰 ずっ， ゆ

っくりと大 きな声で読 みました。

「こんなこと
， まだましな方 さ。知 っ

ての とおり，おふくろはおれが伝道に出

ると思 ってるけど，・もうだめだ。」.

私 は口をはさんで言い ました。「アル

マ，君 はまだ伝道に出 られ るよ。 どうす

ればいいか知 りたいと思わないか。」

「罪深いこのおれが伝道 に出られると

本気で思ってるのか。やってはいけない

ことをすべてやってきたんだ。伝道 に出

るには遅すぎるのさ。」
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私には，「すべてやってきた」という言

葉の意味がよくわか りました。夜 になる

と，基地の中には同僚 たちの姿があまり

見 られなくな ります。彼 らの興味が別の

場所へ向けられるからです。アル マも同

じことをしてきました。 しかし，ほとん

どの教会員 はこうした夜遊 びには加わ り

ませんで した。

アルマは翌週帰国することになってい

ました。私は，彼が犯 して きた罪と，救

いにかかわる福音の計画を十分 に理解 し

たうえで， 自信 を持 ってこう断言しまし
の

た。「大丈夫，君 は伝道 に行 ける。でも簡

単 なことではないよ。」

私は教義 と聖約第58章42-43節 を開 い

て悔い改めについて読 み，重大な罪は神

権指導者 に告 白しなければならないこと

を話 しました。そして，カ リフォルニア

に着いたらすぐに監督の ところへ行 くよ

うに勧め ました。 そうすれば，悔い改め

の過程 を続 けて踏んでいけるに違いない

からです。

さらに，重大 な性的罪を捨てることと，

二度 と同じ罪を繰 り返 さないことを，今

す ぐ決心す るように強 く勧めました。 ま

た，悔 い改めには長 い時間がかかるので

忍耐が必要であることを強調 し，彼の罪

が主の目か ら見てどんなに重大なもので

あるかを理解するために，アルマ書第39

章 を読 むように提案 しました。最後に，

悔 い改 めの一部 として，今から生涯にわ

たって同胞に奉仕 するように計画 しなけ

ればならないことを説明 しました。そし

て救い主の憐れみと瞭 いについて話し合

い， どんなに重大 な罪を犯 していても主

から忘れ去 られることはないという点 を

確認 しました。私 は次のような慰めの言

葉をかけました。

「だれでも罪を犯 すごとはあるし
，救

い主のすばらしい憐れみがなかったら道

に迷 ってしまう。だから，キ リス トの血

によって清め られるように，罪を悔い改

めなければな らないんだ。アルマ，明 日

は土曜 日だ。夜 は一緒に過 ごそう。そ し

て 日曜 日に教会の礼拝に行 きたくなった

ら，朝の8時 にここに来て くれ。」アルマ

は両 日とも来 ることを約束 して， そのと

お りにしました。 日曜 日は神妙な態度で，

終 日私 と共に過ごしました。私 たちは霊

の糧 を豊かに受け，アルマの中には希望
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あなたがもし主のみ業に戻りたの，

ぶざわ しくな りた月ど望むなら，
ド('

決じτ遅すぎるεとはありません。

主ば憐れみ深 く，他さし幻お方τす。

のよみがえる兆 しが見えてきま した。 そ

れから数 日間のすばらしい軍隊生活を終

えて，アルマは所属 のユニッ トヘ帰るこ

とになりました。

月曜 日に，アルマは別れのあいさつを

しに来 ました。 それから，仁川(イ ンチ

ョン)港 で待機 していた輸送船 に乗 って

太平洋 を渡 り，合衆国へ， そして彼の誇

りとする家族の もとへ帰って行 きました。

私 はアルマのことを思 い出しては，その

後 どうなったか心配 していました。そん

なある 日，次のような手紙 が届 きました。

「親愛なるジョンヘ ・

私のことを覚 えて くれていると思いま

す。付 き合 いは短 かったけれど，君 は私

の人生にいつまでも消えない影響 を与え

てくれました。 これからもそうだと思い

ます。どうしてあの晩君 に話 しかける気

になったのか，今考 えても不思議 です。

でも1，そのことにとて も感謝 しています。

あの晩語 り合 ったことが，人生のひとつ

の転機 になりました。あれから生活 は良

い方向に変わってきたからです。

私 は，最善 の生き方がやさ しくはない

ことを知 りました。で も今では，末 日聖

徒 としての生活 に大 きな喜びを感 じてい

ます。カ リフ ォルニアに戻るとす ぐに，

監督 と話 をしました。数 カ月後 には，十

二使徒評議員のヒュー ・B♂ ブラウ ン長

老か ら伝道の面接を受け，『過去 の過 ちを

償 うために，たくさんのことを期待 され

ています』 とはっきり言われ ました。面

接 を終 えたとき，私 の心は強い決意にあ

ふれていましたる土曜日に伝道 の召 しを

受けて，すぐに伝道本部へ行 きました。

生まれ育 った州から一歩 も出ないのです

が， この召 しを本当 に喜んでいます。

あ の晩，君 から励 ましと助言を受 けた

ことを心 から感謝 しています。あのとき

はあまり良い気持 ちはしなかったけれ ど，

君曙 馨瞬 れませ㊧・おそらも 舞

の出畿瞭辱導きだったのでしょうじ1本半1

に磯 齢 ま窮 勧 吻 に'ひ梅 騨

しています・1これからの姓 鱒 廟ご幸』

福 なもの となるよう析、う宅います。

「そ鰯 魔 況を蝦 蜘 ら壁 .ください.

君 からゐ手紙を待う'て協ますぎ .

お元気鶏

福音における兄弟より」

この手紙を読みながら，ア』ルマの悔い改

、めを助け蘇 め馬 鱒 わい 瑚 蔭識，
さわし喘 所暉 鱒 礎 れだこと撚，

≦、わかり審した。主のみ業に常に人崔通
しで浅 勲 鱒 の息子轍 醐 碇 成 ・

就ざれ鵠す。私の受けた報いは，純粋な1

心からの喜びでした，6'

次 嗜7，ルマ礁会フたのは 、(それが堆後

マしだが!・ロザ著サルス神殿でエンダウ

メ'ン・トのセ該ションが始ま1るのを待うて

.1噸 と緯 》衝 葬 ヘカ レヌカ薗入って

「，』構.め で嘆。，私たちは憐がしい軍隊時代
嫉 人と堕 い欄 し麹 蝉 の群

し宥)?か 噸 を抱き釧 墜 し弊 ア・

ルマは伝道が成功したことを手短に話 し

解 幣'睡 ・1騨曝 成 簡勤 こ彰
1で はなかったでし ようが，r.専任宣教師 と

』し⑩ 恥 を果たし鰹 と嘩 ηと拶

・を感罎て いる様子で した。'かつてアルマ

岱蕊 う麟 ぎ轄 鞠 騨 晒 牟魁

搾レて埠マぎる、こ鑑爆褥かつ葬のです。「教会解 嘩 し購 麺 馨 んに
・遣

づ きりとお伝 えじます。.皆さんがもし主

のみ業 に戻 り1たい，∫ふさわ しくな りたい

と望むなら，決 して遅 すぎることはあ り

ません。主は憐れみ深く1や さしい$方

です。も ちろん，重大な罪を犯 しているr

場 合に偉，、罪 を犯 したことを認碕宅苦 し

み，1慰自し，鱗嘗いをし，忍耐し，生涯奉

仕す牽ξ1い.う沫章をするなど，苦痛の伴

う幾ッ1かめ負債を安払わなければなりま

せん。一番 よ恥のは1畢 の暗黒をもたら

す
、ような蔦肇礁海 して手 を染めないこど

で録 鯵 鰭 騨 罪観 ていささカyも.
.こ雛 許すを霧幽 濾 なり・さりなが房

、鰍 礁 麟 沸 者は赦さ欄
(教灘 、聖綿零3輪 鋤1匙 え騨 あ

.つても，憐 麟 きんを愛薩 紡 糧 の
で す 。

、若煙 皆さん・私たちに贈 さん力鱗
要ぞす。μどうぞ圭、に仕えてください。克

服し轡 オ葵ばタらない重大な罪のある人

は，心に痛みを掌え霧7?ら い経験をする[

ことに鱒1か も興 ま髄 尋 かしそれ

でも，・伝道{に出 た、ことを後悔しないでし

ょう譜 謝 鋤 け鰐 鞍 が罪郷 め・

1主への信仰奄願憾 悔)改 めてバプテ、ス
マを牽けると》た疹，

、その≧きの喜びは，遇
去め苦レみや苦労を補って余りあるに

墨1あ 階 せん・溜 さんが人々の生活 に

徐々に注 ぎ込む祝福属 ・やがて永遠のも

のとなって，一，皆 さ1んの生活 にも喜びをも

たらすでしょう。「そ してその喜 びがさら

に喜 びを生 んで，一決 して尽 きることがな1
弟

い で し よ う 。

奔あ，悔い撃めて，主に仕え骨ため嗜
戻 ってぎマ尽ださ、い。主はあなたを愛 し

てお られヂ教会 はあなたを必要 としてい

ます。誤 ったロプライ ドを捨 てて，、今すぐ

に悔 い改⑫の道 を歩むために，監督や支

部長 と面接 の約束 をしてください。あな
あ

たはその報い として，「この世 に在 りては

、平和を得，次の世 に在 りては永遠 の生命

を得 」るでしょう。(教 義 と聖約59：23)

・皆 さんの中に は
，犯 した罪の重 さや罪悪

感のため櫓 あ るい、は悔 い改めた人 を赦

したいと望 んでおられる主の、思いを理解

していな いために，希望 を失い，1伝道を 、

あきらめた人が少 なくないと、思い'ます。

私は心から申しあげます。決 して遅すぎ 一

る唱ことはありません!
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「福音は真実τす」ど

かすれた声

ほほに光る

涙のしずくを

弁解 しつつも

感動に

声をつまらせ

言葉を続 ける

「神ぱ生 きτおられます

私は知 っτのます」ど

大の男力ぐ

泣 くのを見τ

どまどのなが ら

「めめしの奴」 ど

肩をすくめる会衆ものる

ども私は

ほほえむ

そ しτ，輝 く涙ど

ふるえる心Z

彼を見つめる

なぜなら

私も弱の人間ど

知っτ幻るから

r

、：7オ 極 ア シ ド・ポ 手 ム





教
会 員 になる と，私 たちは生 活の

うえで大きな変化 を経験 し， 日々

新 たなチャレンジに直面 します。興味深

いことに，私 はステーキ部大会 の訪問先

承遠の生命を

得る編ζは

で，昇栄，つまり永遠の生命を得 るには

何 をする必要があるのか，大勢の教会員

から質問 を受けます。

そこで何 が昇栄の土台となるのか示 し

た表を， ここに紹介 したいと思 います。

アジア地域会長会第一副会長

ヤ コブ ・デ イヤ ガー

この表が多少でもそのような質問への答

えになればと願 っています。 どのような

男性 も，女性 も，次 にあげる土台を持 た

ずに， そうした高められた状態に到達 す

ることはできません。啓示，聖典 に対す

雛 羨 観 ㎜

撒Il匿、 劇 田

予言者やそのほかの神権指導

者にもたらされた啓示を受け

入れると同時に，個人の啓示

をも求める。

個人の啓示を受け，家族にも

それを受ける方法を教える。

信仰箇条第9条 を実践するよ

うに教え，励ます。

聖典の中の教えと戒めを調べ，
家族の祈りを定期的に行なう

ように教え，指導する。また，
神権会や日曜学校で，純粋な

耀1 薦覇i1!1　離慾襲 辮 それ らに従う
。iIliliI

δ つ に教 ス」 干日導9る0ま ノー，

家族 と一緒 に聖 典 を学ぶ。
教義と正 しい原則を教える。

蕪1韓旨 鷺.

一一一

轡，1'II，IIII，藷'!'IIII!II'liiiIIII縣 息子が神権を受けられるよう

闘，隔蕪III鱗 召
Ill…1!i!lili!II垂

懸…'1'1，一 蕪'

各人が聖なる神権を受け，そ

，顯，一 れを尊ぶ。
に，また，家族が神権を尊べ

るように準備させる。

神権者を見守り，共にあって

彼らを強める。

酉'!i…ilIlili!il，講蕪'1'…IIill薫1'li

蜜蓋'..箒
神聖な儀式を受け，交わした

誓約を誠実に守る。

神殿の儀式を受けられるよう

に家族を備え，そこで交わし

た誓約を忠実に守る。

悔い改めて個人的にふさわし

くなるように励ます。また，

ふさわ しさを判断する。纏難 鱗 印

IIIIilllI

"1

・魎，舗 幽 〆…lIIII
人々を教え，強める賜，また，

奉仕する神聖な賜を伸ばす。

奉仕のためにみずからのオ能

と賜を伸ばすように家族を助　
ける。

一人一人に，奉仕のための機

会と励ましを与える。

一一

悉1'llliII

神の戒めに従って，これを守

り，終わりまで堪え忍ぶ。一

戒めを守るように，愛の精神

をもって家族全員を励ます。

聖餐会，ステーキ部大会，総

大会などで会員に向けて話を

する。

聖 徒 の 道.ド1986年5月 号 ローカル1
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る十分な知識,男 性 と女性 の双方 にもた

らされる神権の祝福(女 性 は神権 を与 え

られませんが,神 権 のもたらすすべての

祝福 にあずかることがで きます),神 聖 な

諸儀式,個 人的な才能や賜 を伸 ばす こと,

そ してもちろん,戒 めを守ることがあげ

られます。

さて,昇 栄 について考 えてみ ます と,

これは常 に個人的な事柄であることがわ

かります。 しかし,も し恵まれて末 日聖

徒の家庭 を持 っているならば,父 親は家

族 を強めるために,自 分の義務 と責任 を

果たすことができます。 この点について

も先の表で採 りあげました。 さらに,教

会 も,神 権組織や補助組織を通 して個人

が永遠の生命 を得 られるように援助でき

ることは,言 うまでもありません。

末 日聖徒イエス･キ リス ト教会 の使命

のひとつは,聖 徒 を全 き者 とすることで

す。教会の初期の頃,ジ ョセブ･ス ミス

はなぜあの ように完全 に民を治めている

のか質問を受 けた折,後 世の模範 となる

.答 えを残 しました
。｢私は人々に正 しい原

則を教 え,人 々にみずからを治めさせる。｣

で すから,末 日聖徒の課題は,最 良の書

物を通 して主の方法をできる限 りたくさ

ん学ぶことにあ ります。

このメッセージが,聖 徒 を全 き者 とす

るために正 しい原則を教えるうえで,い

くらかでも役立つように祈 り,願 ってい

ます。

イエス･キ リス トの福音の律法 と儀式

に従 い努力することにより,救 いと昇栄

が得 られ ることを証いたします。 また,

これ は御父のみ前 に戻 るためにすべての

人々 に与 えられた責任であることを証 い

たします。以上のことをイエス･キ リス

トのみ名 によって証いたします。 アーメ

ン。

耐匹
r

嚢
選

1;い1… …
lli
i …

r

アジア地域

勤職唾

フロンティア

新たな宗教的伝統を

築く開拓者の地

内醐 ､内

ジアは教会 の中で｢最 も人を引

ア きつけ,発 展 の速 い,取 り組み
がいのあるフロンティアの地｣に 数 えら

れる。 これは地元か らの宣教師が次々 と

送 り出されていく中で,明 日への土台が

築かれているからである。

戦後,日 本伝道部が開設 されてから,

ア ジアは教会にとって冒険に満 ちた,し

か し報 いの大きい開拓の地 となった。こ

う語 るのはウィリアム･R･ブ ラ ッドフ

ォー ド長老である。 アジア地域会長会 は

事務局を東京に置き(7月 からは香港 に

移転 する),日 本 はもとよ り,韓 国,台

湾,香 港,タ イ,フ ィリピン,ミ クロネ

シア,グ アム,イ ンドネシア,マ レーシ

ア,シ ンガポール,ス リランカ,イ ン ド

各国の伝道部ならびにステーキ部 を管理

している。

鴎
罰

●アジア地域会長会(左 よリヤコブ･デ ィヤガー第一副会

醜1轍 灘i醗…長
,ウ ィ リアム･R･プ ラ ッ ドフォー ド会長,キ ース･W･

ブ ラ ッドフォー ド会長は,副 会長を務

める七十人第一定員会会貝のヤコブ･デ

ィヤガー長老およびキース･W･ウ ィル

コックス長老 と共 に,75の ス テーキ部 と

23の 伝道部の管理 に当たっている。1949

年 にはわずか数名 を数 えるだけであった

この地域の教会員が,現 在 では25方 人以

上 を擁 するまでになった。

｢これは
,ブ リガム･ヤ ング大管長が

亡 くなった1877年 当時の3倍 以上 にあた

ります。｣ヤ コブ･デ ィヤガー副会長はそ

う語る。

ブラッ ドフォー ド会長の話によれば,

ア ジアの会員の大半 は,親 が教会員でな

い人たちである。

教会幹部 に召される以前,ワ シントン

神殿の設計者グループのひとりであった

キース･W･ウ ィルコックス副会長 は,

次 のような話を聞かせてくれた。｢今アジ

アでは,日 本,台 湾,フ ィリピン,韓 国

の4力 国で神殿が業務を行 なっています

が,そ の神殿職員のほとんどが,地 元の

教会員です。｣

さ らに,こ の地域 には現在3,000人 の 専

任宣教師が伝道 に従事 してお り,そ の内

の約半数 はアジアの出身である。｢こうし

た地元の宣教師 たちは,将 来に備 えて指

導者 としての素地を築いているの です。｣

ブラッ ドフォー ド会長はこう付 け加 えた。

事実,地 元の聖徒 たちはすでに指導的な

立場 にあって働 いている。

フィリピンでは教会が非常な速さで成

長 している。この国の伝道部 は,世 界中

で最 も成功 を収めている伝道部の中に数

えられる。昨年(1985年)1年 間 だけで

も,フ ィリピンにある4つ の伝道部 を合

2ロ ーカル
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撫麹
ハ ン･イ ン･サ .ン

韓国教会員

の｢宝｣

噸

シ ェリー･ア パ ン ト撮影

臨
臨懸
纏

モルモン経を韓国語(八

ングル)に 翻訳し,韓 国

人として最初の伝道部長

を務めた

ジアのある国々では,特 定の人々

ア .が｢人 間国宝｣に 指定 される。
彼 らはその国の芸術的または文化的伝統

に著 しい貢献 をしている人々である。

教会の中に｢人 間国宝｣を 指定する制

度 はないが,あ るとすれば,ハ ン･イ ン･

サ ン(47歳)こ そ,そ れに値 する人物で

ある。

過去 に地区代表 を務め,現 在 は韓国 に

おける教会管理本部の地区マネージャー

を務めるハ ン長老 は,｢一 流｣と いう言葉

にふさわしい人である。

ハン長老は,韓 国人初の専任宣教 師と

して伝道 に出,そ の間にモルモ ン経を韓

国語(ハ ングル)に 翻訳 した。 また,1975

年 か ら1978年 までの間,韓 国プサン伝道

部で,こ れ も韓国人として最初の伝道部

長を務めた。

身長165セ ンチの,物 静かで控 え目なハ

ン長老は,自 分 自身を｢逆 境の中か ら遂 に

福音の幸福 をつかんだ男｣と 言 う。

朝鮮戦争の勃発 した1950年,ハ ン長老

は12歳 であった。この ときを境 に,彼 は

辛苦の人生を歩 んだ。

｢あ の頃のことは今思い出 して もつら

くなります。｣ハン長老 はそう語 る。年端

もいかない少年 が,母 親 と7人 の幼 い弟
まき

や妹のために食糧 と薪 を集 めてこなけれ

ばならなかったのである。

｢な ぜ 自分 が韓国に生 まれてきたのか
,

なぜこれほど困難な境遇 の下に生 まれた

のか,私 にはわかりませんで した。｣ハン

長老 はそう語る。 しかし,そ のようなハ

ン少年 にも,人 生の目的を見いだす とき

がやって来 る。

｢学 生時代
,私 は学校 で青少年赤十字

団の委員長 にな りました。引 き継ぎを行

なった前任者の少年 が末 日聖徒 だったの

です。彼 は私 に教会 を紹介 し,MIAに

連 れていって くれ ました。当時は校舎の

中で集会 を行 なっていたのです。1956年

の ことで した。

彼 らはほかの人々とまった く違ってい

ました。人生や幸福,永 遠の家族につい

て語 っていました。 それまで私が信 じた

ことのないものばか りで した。以前私が

ドイツ語 を習い始めたとき,最 初に口に

出して学 んだ文が 『空は青 く,人 生 は美

しい』 というものでした。私 は吹き出 し

てしまいました。あまりにも馬鹿げてい

たからです。そだは,飢 えや貧困,寒 さ

を知 らない人々だけが話 す言葉 だ,と 私

は言 いました。

しか し,福 音 を学んでから私の態度は

変わ りました。暗い夜や嵐の 日であって

も,人 生 は現 に美 しいのです。｣

ハ ン･イ ン･サ ンは伝道に出たいとい

う強 い望みを持 った。こうして彼は徴兵
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のため兵役 に服 している間 に,伝 道の召

しを受けたのである。27歳 の ときであっ

た。

ハン長老 は,韓 国で3番 目に大 きい都

市 テーグへ宣教師 として赴任 した。彼 は

この地で伝道に励 むかたわら,監 督長老,

支 部長,セ ミナ リーの教師を務め,ほ か

の宣教師たちのために韓国語の教師 もし

た。

｢そ うした責任 すべてが重なって
,体

に無理 が生 じて きました｣ハ ン長老は語

る。｢私 は肝炎を患いました。当時肝炎 は

韓国人には珍 しい病気 でした。私 は軍隊

に2年 半 も在籍 していましたが,病 気 に

かかったことは一度 もありませんでした。
てつこんどう

健康 には自信があった し,胎 拳道(韓 国
　あ

の護身術)で は黒帯を持 っていましたの

で,病 気 をしたことで非常に悩みました。

私 は療養 のためにソウルに送 り返 され

ました。モルモ ン経を韓国語 に翻訳する

責任 はその ときに与え られたのです。翻

訳の話を聞かされた私 は,翻 訳が終わっ

たら自分の命 も終 わるだろうと思 いまし

た。ただその責任 を果 たすためにだけ,

自分の生命は保たれているのだと思 った

のです。私 は 『主よ,な ぜ私 を』 と,つ

ぶやいていました。周囲を見回せば,私

よりはるかに能力のある人々が大勢いた

からです。

しか し,私 はその責任に取 り組 みまし

た。私 は終始病身のまま,翻 訳をしまし

た。お陰で,も ともと大 きくない体が12

キロ近 くもやせ,洋 服 は2回 も仕立て直

さなければな りませんでした。

主 は私 に様々な才能 と言葉 を授 けて く

ださいました,私 が青年だ った頃,韓 国

は日本に占領 されていました。当時私 は

すでに日本語 を話 すことができました。

ですか ら,だ れか 日本政府の役人と交渉

の必要 があるときは,い つ も私が呼ばれ

ました。

私 は野心がわ きあがって くるのを感 じ

ないわけにはいきませんで した。 しか し,『

主は私 を謙遜 にさせて くださいました。

病気が重 くなると,私 はひざまずき,自

分 の知識ではな く主に頼 らなければなら

なかったのです。私の病気はそれ以上 に

悪くなることはあ りませんでしたが,翻
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浅間玄也兄弟(前横浜ステーキ部長),
地区代表に召される

魏

1難
鐸

浜 ステー キ部 長 として7年 半 に

横 わた。てその責任。務めて,た

浅間玄也兄弟(51歳)が,2月10日,七

十人第一定員会会員,ア ジア地域会長会

第二副会長のキース･W･ウ ィル コック

ス長老によって地区代表に任命 された。

また翌 日,札 幌地区と仙台地区 を担当

していた田中健治長老が7年 間務 めた地

区代表の責任を解かれた。

浅間玄也長老の担当は,東 京地区(東

京･東 京南･東 京西･町 田･横 浜ステー

キ部),静 岡地区(静 岡ステーキ部)で あ

る。これにより,東 京地区 と静岡地区を

担当 していた相良健一長老 は,田 中健治

長老が受け持っていた札幌地区と仙台地

区を担 当することになる。

新たに召された浅間玄也長老 は,こ れ

までに副地方部長,監 督,高 等評議員,

副 ステーキ部長,ス テーキ部長 を歴任 し,

長年 にわた り指導的立場にあって責任 を

果たしてきた。現在,日 網石油精製株式

会社 に勤務 し,効 率化推進 プロジェク ト

チームのマネー ジャーの地位 にある。

また妻 の照子姉妹 との間には2男2女

が恵まれたが,長 女 の加奈子姉妹 は,昨

年名古屋伝道部専任宣教師としての任期

を終 えた。長男の大介兄弟は現在,南 米

チ リのコンセプ シオン伝道部で伝道中で

ある。

浅間玄也長老は今回の新たな責任 につ

いて次のような感想 を述べている。｢私は

末 日聖徒 となってからこれ まで,福 音の

中で生活 することを楽 しんできました。

いろいろな経験 をいたしましたが,い つ も

神様 の導 きを頂 き,心 の中に平安 と満足

感がありました。私 は福音を心から愛 し

ています。今は残された人生を神様 と人々

にお仕え して,自 分 を捨 てて働いていき

たいと願 っております。｣

横浜ステーキ部長会再組織される
新ステーキ部長に田中靖也兄弟

3
月9日,七 十人第一定員会会員,

ア ジア地 域会長 会第二副 会長 で

あるキース･W･ウ ィルコ ック ス長老

管理 の下 に,横 浜 ステーキ部大 会が開

かれました。その席上,こ れまで7年 間,

ス テーキ部長としてその責任を果た して

こられた浅間玄也兄弟が先 に地区代表 に

召されたことからステーキ部長 を解任 と
せい

なり,新 たにステーキ部長 としで田中靖
や

也兄弟(写 真中央,横 浜第2ワ ー ド部),

第一副 ステーキ部長 に佐倉井正彦兄弟(写

真左,大 船 ワー ド部),第 二副 ステーキ部

長に遠藤大兄弟(写 真右,横 浜第2ワ ー

ド部)が 召され ました。

横浜ステーキ部 の目標 は,前 ステーキ

部長会の目標 を引き継 ぎ,3年 後 に横浜

南ステーキ部 を,5年 後 に川崎 ステーキ

部を設立することです。 これを達成す る

愈轡
W

J
集
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ために,

1.会 員伝道により,教 会(福 音)に

関心のある人を紹介するリフェラ

ルプログラムの継続

2.伝 道と直結 した教会活動の実施

3.会 員による街頭伝道

の3項 目をさらに推 し進めていきます。

そのほかの横浜ステーキ部の神権役員は
のうみ ともたけ

以下の通 りです。能美知威(ス テーキ部

幹部 書 記),大 山篤 司(ス テ ー キ部書む

記),長 沢俊樹(ス テーキ部書記補助),
のぶかつ

野田雄司,山 口敏男,太 田宜克,稲 村利
まさはる

明,佐 藤正温,芹 沢正,鈴 木清和,小 川

周一郎,小 野塚昭三郎,西 条誠司(ス テ

ーキ部高等評議員)
,小 室敬(祝 福師),

やま に た

塩隆彦(横 浜第1ワ ー ド部監督),山 新田

治(横 浜第2ワ ー ド部監督),武 田敏男(川
は の

崎ワー ド部監督),把 野小松(上 大岡ワー

暴

宅

冊勢
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●新たに組織された横浜ステーキ部長会

ド部監督),岩 波信夫(大 船 ワー ド部監
しゆう

督),赤 塚 周(横 浜中央支部長),山 下栄

(小杉支部長)〔敬称略〕(レポーター:横

浜ステーキ部幹部書記･能 美知威)
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各 地 の た よ り

は水野家や武蔵野家に励 まされて続けて

お ります。家族 で続ける秘訣は,家 長が

忍耐することだと学びました。

土曜 日の夜,家 に帰 ってから子供たち

を集め,ス テーキ部長 に召 されたことを

伝 えました。良 くて も悪 くてもステーキ

部長の子供 として見 られるようになるこ

とを伝 え,申 し訳 なく思 っていると言い

ました。 しかしステーキ部長の子供だか

らといって正 しくしようと思わないでほ

しいし,間 違 いをして もか まわない。た

だお父さんの子供 として,神 様の子供 と

して正 しくあってほ しいと思っていると

伝 えました。そして明 日の大会 で支持 を

受けるが,そ れまで秘密 を守るように,

秘密 を知 ると言 いたくなる誘惑 を受 ける

が,そ れを守ることは人間として当然や

らなければな らないことであると教 えま

した。

日曜 日の朝,子 供 が断食 をすると言 い

出 しました。私 はなぜ断食 をするのか尋

ねます と,お 父 さんのためにするのだと

言うのです。私 は前 日断食をしたので,

そ の 日は断食をしないつも りでしたが,

一緒 に断食 をすることにしました。本当

に家族 に感謝 しています。

私 は主が生 きてましますこと,こ の福

音が真実であること,末 日聖徒 イエス･

キ リス ト教会 が唯一 まことの教会である

ことを証 します。 イエス･キ リス トのみ

名により申しあげます。アーメン。〔3月

9日(日),横 浜 ステーキ部大会｢一 般大

会｣の お話から〕
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レポーター 柳田聰子(東京南ステーキ部大岡山ワード部)

月2日,東 京 南 ス テ ー キ 部 の 有

2 泉芳 彦高 等評 議 員か ら,｢ケ ン
ト･ギ ルバー ト兄弟が出演するテレビ番

組に聖歌隊が出ることになったから,来

週練習に集 まるように｣と の連絡があり,

また監督からもその旨の発表がありました。

末 日聖徒の代表的な讃美歌 である｢恐

れず来れ聖徒｣の 曲をタバナクル聖歌隊

の編 曲で歌うのです。 オーケス トラ用の

楽譜がないので,編 曲は違 いますがフィ

ラデルフィア交響楽団が伴奏 したテープ

と聖歌隊用の楽譜をテ レビ朝 日の方に預

ければ,オ ーケストラの方が楽 団のため

に採譜 してくださるとのことでした。 そ

こで2月9日 夜,テ レビ局 の方が私 た

ちの第1回 目の練習を見に来られたとき,

それらをお預 けしました。

東京南ステーキ部だけでは人数 も少な

いので,ほ かのステーキ部にも連絡,応

援をお願 いしましたところ,横 浜 ステー

キ部,東 京 ステーキ部 からも来て くださ

いました。練習や発表 が平 日の昼間や夜

なので,参 加を希望 しても集まれ ない会

員も多かったと思 います。

放送時間の都合で1,2,4番 の編 曲

を使 って,歌 詞 は1,3,4番 を歌うこ

とになりました。 それにしても急 な話 で,

9日 の夜,パ ー ト練習と音合わせ,12日

は オーケス トラとの音合わせ,14日 本 番

というスケジュールで したので,11日 の

建国記念 日は休 日返上で,も う一度渋谷

ワー ド部 に集 まって練習をしました。12

日は東京交響楽団の練習場でオーケス ト

ラに合わせての練習です。 しかし午後7

時 から9時 までと聞いていた合同練習 も,

実際 に楽団と合 わせて歌ったのは2回 だ

けで,も うよろしいと言われたときには

拍子抜け し,早 く帰途 に就きました。そ

れで もこのときは,大 勢のオーケス トラ
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各 地 の た よ り

岩風呂があって,の んび り肩 までつかっ

ていると,体 が芯まで温まってきました。

勇敢な男性3人 は,雪 の中を露天風 呂へ

入 りに行 ったと,後 で聞きました。

夕食後 は大広間でゲームです。ゲ レン

デでは50人 が一同に会 して何かをするこ

とはありませんし,2メ ー トル近 いスキ

ーを付 けていてはお互いに近寄 ることも

ありません。ゲームとなると,十 分 にス

キンシップができます。9人 のお友達 も,

伝道部長 のお子さん も一緒 になって大 い

に騒ぎました。

う間に帰る時間が来てしまいました。

教会外 の:方々も,そ れぞれ楽 しんでく

ださったようです。私 も長年のスキー仲

間に誘われて も,安 息 日の問題でなかな

か付 き合 えなかったのですが,今 回私の

方からスキーに誘 って｢借 り｣を 返 すこ

とができました。彼 らは私 に｢お もしろ

かったか ら来年 も連 れていってくれよ｣

と言って くれ ました。

来年 はもっと長期 でやろう,ス クール

のゼッケ ンを作 ろうとか,バ スを2台 い

っぱいにしようとか,将 来 は公認のスク

ールにしてバ ッジテス ト(検 定試験)を

独 自でで きるようにしたいなど,夢 をい

ろいろと膨 らませています。

岡崎 ワー ド部 と刈谷支部 を中心 とする

実行委員の皆 さん,多 くの犠牲を払いな

がら奉仕 してくださったスペシャリス ト

の皆さん,あ りがとうございました。

(レポーター:名 古屋 ステーキ部体育 デ

ィレクター･伊 藤好文)

●名古屋ステーキ部スキーツアー

スキ ー ツ ア ー 特 に ア フ タ ー ス キ ー

の時間 が縁になって結婚に｢滑 り込ん

だ｣カ ップルが過去 に何組かありました。

(か く申す私 もそのひと組です)今 回も

そのようなことが起きれば,う れ しいの

ですが……。

翌11日 も,天 候 に恵 まれて 自由滑降を

楽 しみました。昨 日は転んで もひとりで

起 きあがれなかった人が,歓 声 をあげな

がら滑 り降 りてくるのを見 るのは,実 に

楽 しいものです。

｢初 日は靴 も板 も重 くて
,つ らくて,

何 もおもしろいことはなかった。2日 目

になってやっと楽 しくなったと思 った ら,

す ぐに終 わっちゃった｣と 橋本悦子姉妹

(春 日井支部)が 言 うように,あ っとい
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大阪堺ステーキ部青少年による
｢第1回 フレンドシップ･カンフブレンス｣開かる

る2月11日,｢歩 も う 主 の 道,信

去 頼の輪｣を テーマ に,大 阪堺 ス
テーキ部主催の第1回 フレンドシップ･

カ ンファレンズ86｣が 和歌山ワー ド部を

会場に開かれました。

｢青少年のためのプログラムを!｣と

いう熱い声がステーキ部を動 かし,7人

の青少年から成る企画委員会が組織 され

ました。

｢心 をつくして主に信頼せよ,自 分 の

知識 にたよってはならない。すべての道

で主を認めよ,そ うすれば,主 はあなた

の道をまっすぐにされ る｣(箴 言3:5-

6)の テーマ聖句の下 に企画委員会は何

度 も会合 を重ね,各 ワー ド部,支 部の実

行委貝にプ ログラムの計画,司 会 など細

部 を分担,計 画 してもらいました。

さて当 日は寒風の吹 く中,早 朝にもか

かわらず,会 場 の和歌山ワー ド部 に指導

者の車に分乗 した仲間が集まり始め まし

た。最初 のプログラム,自 己紹介 の始ま

る8時20分 には,出 席予定者28人 全員が

元気 に顔をそろえました。特に大阪伝道

部直轄支部 の田辺支部か ら3人 の仲 間が

特別 に参加 してくれたのは,本 当にうれ

しいことでした。

セ ミナー第1部 では,｢デ ー トの標準｣

について講師の尾崎兄弟 と小松姉妹 のお

話,堺 ワー ド部 の青少年 によるデー トの

寸劇があり,恥 ずかしさの中にも笑いや

真剣な表情 も見 られ ました。

続 いてセ ミナー第2部 では｢聖 典をい

かにしてよく学び実行できるか｣の テー

マで,セ ミナ リー(大 阪)地 区指導主事

の中野政信兄弟 のお話 を伺 いました。中

野指導主事 は,私 たちが 目標 に向かって

前進するとき,① 想像力②熱意③ はっき

りとロに出 して言うこと④決 してあきら

めないことの4つ が大切であると教えて

くださいました。 このセ ミナーを通 して,

私 たちが目標を達成で きるかどうかは才

能や能力によるのではなく,努 力次第で

10ロ ーカル
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各 地 の た よ り

結婚
私はこうして

伴侶を

決めました

高松ステーキ部高知ワード部

藤田 節 子

古 知 の地 に宣教 師が遣 わ されて4

同 カ 月後 の1969年,28歳 の とき に

バプテスマを受けました。結婚 は神様の

戒めのひとつですけれども,伝 道所で第

1番 目の,し かも適齢期 を過 ぎて改宗 し

た姉妹 にとって,結 婚相手を見つけるこ

とは,と てもむずかしいことで した。

当時の地方部長さんは｢教 会で活発 に

働 いている姉妹には神様の助 けがありま

す。現 にあなたの名前は地方部長会では

いつもあげられています。 しかしもうひ

とつ大切 なことは,ほ かの支部を訪問 し

た り,大 会や特別プログラムに参加する

などして,あ なた 自身 も相手 を見つける

努力をしなければなりません｣と 言われ

ました。

バプテスマを受けた年 の夏,神 戸の六

甲で開かれたMIA(独 身成人プログラ

ムの前身)カ ンファレンスに参加 したの

を皮切 りに,大 阪や神戸で開かれる近畿･

四国地方部大会,日 本中央伝道部大会,

加 えてYWMIAキ ャ ンプな どにも積極

的に参加するようにしました。

振 り返 ってみますと,改 宗 した当初は,

いろいろな事情 から教会外の人ともお見

合 いをして,相 手 を改宗 させてから結婚 す

ることも考えていました。 その中のひと

つに,家 柄 も学歴 もよいキャプテンパイ

ロットとのお見合いがあ ります。

席上で,週3回 の教会 出席 と知恵の言

葉を守ることを快 く認めてくださったの

で,彼 もやがてはモルモ ンになるだろう

と安易に考えていました。

その当時のことを次 のように記録 して

います。｢私 は母 に,今 度は結婚 するつも

りだと話 した。数 日後,仲 人 さんか ら電

話があった。教会 に行 くのはよいが,お

酒が飲 めないと親戚 つき合 いがうまくい

かない。 もしそれ を取 り消せなければ,

この話 はそちらから断わって もらいたい

と。

今までに何度 かお見合 いをしたけれ ど

も,こ のように条件の整 った人は初 めて

だ。この人こそが神様から与えられた相

手だと思っていた。 だから次の日から断

食 を始めた。本当に主が与え られた結婚

だったらきっと結 ばれると思 った。 しか

し断食を始めて間 もな く,職 場で貧血を

起 こした。大分気分が良くなって,断 食

を続 けようか何か飲 もうか と迷っていた

とき,『この断食はもう続 ける必要があ り

ません』 という声 を感 じた。 この結婚 は

主が望まれる結婚 ではないとわかった。

私 は帰宅するとすぐ母 に,こ の話 を断わ

ってほ しいと頼んだ。母は私 と教会のこ

とを理解 してくれていたので 『残念ね』

と言 っただけであった。

『私 は主の戒めの方 を選 びました
。 だ

ら

か らその責任 は主 にあ ります。 どうぞ彼

よりもすばらしい人を私 に与えて くださ

い。』主の力を理解せぬ私は,あ んなに条

件 のよい相手はいくら神様 でも探 し出す

ことはできないだろうと疑いながらもた

びたび祈 った。｣

私 は結婚相手 を選 ぶとき,次 のふたつ

のことを心 に留めていました。
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1.神 権 会に出席 している活発な末 日

聖徒 であること。

2.ジ ョージ･Q･モ リス長老のお母

さんの言葉｢あ なたがある女性 に会 った

とき,最 善 を尽 くして立派な人間になろ

うという気持 ちを起 こさせてくれる女性

であれば愛する価値 のある人,あ なたの

心に愛を目覚めさせる資格 のある人です｣

(｢結婚｣p.45)を 男性 に置き換えて。

･1972年7月 ,地 方部のYWMIA会 長

の責任 に召され,高 松でひとりアパー ト

生活 を始めたとき,そ れよりも少 し前に

西 ノ宮に建築宣教師 として召された高知

の兄弟に,専 任宣教師がしているのと同

じように,毎 週1回 手紙 を書こうと決め

ました。同 じく故郷 を離れた者 として,

励 ましてあげたかっためです。 そして書

き続 けていました。

高知で彼 と私 はそれぞれYM･YWM

IAの 会 長 として一緒 に働 いた経験 があ

ります。また,あ ま り活発 で はない会

員を訪問 したり,教 会員の依頼 を受 けて

その非教会員の家族 を訪問した り,ま た,

大 阪で開かれた特別集会 に出席するなど,

行動 を共 にす る機会 もたびたびあ りまし

た。それ らを通 して,彼 が私の持 ってい

ないもの,赦 しと奉仕 の精神 を持 ってい

ることを知 り,私 もそのように自分 を高

めたいと思いました。そして彼の近 くに

いるならば,訓 練 され,成 長 できる と思

いましたが,年 齢が10歳 ほ ども若い彼と

の結婚 は,想 像 も及 ぼないことで した。

しかし,私 の土佐弁で書かれた手紙は,

西 ノ宮,金 沢 と,転 勤する彼の後を追い

ました。故郷 を離れて週1回 の手紙のや

りとりは,お 互 いをだんだん と身近 に感

じさせるものとなりました。また彼が神

様から力を受 けていることも感 じられま

した。

ある日,手 紙 で結婚の申し込 みがあり

ました。常 に心 に留 めていたふたつの条

。ゆ
〉
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でしたので,一 緒に食事をとりなが ら,

なぜ家出したのか尋ねました。

彼女の答えは,学 校 に行 きた くない,

い じめられるというこζで した。｢それに

ついてお父さんやお母 さんは何 て言って

るのP｣と 聞 くと,｢両 親は全然わかって

くれ ない。 ただ,我 慢 しろ と言 うだけ

で家にいたら学校 に行 かせ られるから家

出した｣と 言うのです。

彼女の心は傷つき,自 分 はもうどうな

ってもいいという投 げや りな気持 ちにな

っていました。 しかし,そ れと同時に,

その境遇から心が謙遜 になっていたので

す。彼女にはイエス･キ リス トの福音 を

聞き,受 け入れる備 えができていました。

本当に自然に｢神 様はいるのP私 たち

を守 ってくれるのかなP｣と 私 たちに問

いかけてきたのです。

私 たちは心 から証 し,そ のあと求道者

の方 とお会いする約束がありましたので,

彼女 と一緒 に教会に向かいました。 そし

て,求 道者の方 も含 め,4人 でモルモ ン

経のモロナイ書第7章 を読み,イ エス･

キ リス トの純粋 な愛 について学びました。

そのとき,彼 女 は本 当に真剣な表情 で,

その愛の定義 について尋ねてきました。

｢永 く堪 え忍ぶ とはどういうことP親

切 とはPね た まず 誇 ら な い と はP

… …｣と いうように
。その後,彼 女はど

うしてもその 日1日 家には帰 りたくない

と言いました。 そこで伝道部長 にお話 し

すると,｢ご 両親 に連絡 して1日 だけホテ

ルに泊めて,次 の日の朝,一 緒 に家 まで

送 り届けなさい｣と いうことでした。彼

女 に家 に電話をさせ,私 たちの住んでい

るアパー トのすぐ近 くのホテルに泊まら

せました。

次の 日の朝,私 たちは3人 で一緒に彼

女の家に向かいました。 その途中で大阪

の教会に寄 り,そ この宣教 師に彼女 を紹

介 しました。 ちょうど神戸伝道部 の管轄

区域 内だったのです。

それから,彼 女は抱えていた多くの問

題を克服 して,3カ 月後 にバプテスマを

受けました。母親 もバプテスマ会に出席

してくださったと聞いています。初 めて

会 ったときは泣 きながら,も う死んでも

いいと言 っていた彼女 は,今,元 気 に学

14ロ ーカル

各 地 の た よ り

校 に通 い,高 校 に行 くために頑張ってい

るのです。福音 によって,彼 女 は希望 と

生きる喜 びを感 じることができたのです。

イエス様に私たちが心 を向けるとき,

平安が得 られることを証 します。世の中

がたとえどのような状態 にあって も,イ

エス様に従 って生きるときに,心 からの

喜びと安 らぎが得 られるのです。神様は

確 かに生 きておられます。私 たちを愛 し

て くださるがゆえに天父がイエス様 をこ

の世 に送 って くださったこと,ま たイエ

ス様があらゆる試練 に打 ち勝 ち,私 たち

の罪を背負ってくださることを心から証

します。(た きの･ゆ リ1962年 生 まれ,

浦 和ワー ド部独 身7

成 人プログラム扶､"

助協会代表) ､避 ミン

高崎ステーキ部

宇都宮支部教会堂の

完成に寄せて

敷 地 面 積:

549.27m'

建 築 面 積:

198.42m'

延 床 面 積:

554.52㎡

■
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華鮭,

鑓繍i灘 ･灘懸 鞘鑛

つ と

必達。(力 むれば,必 ず達す)私

力 の出身校 の柔道場 の壁 に掲 げら
れている文字です。宇都 宮支部の この十

数年の歩みを振 り返 りますと,ま さにこ

の言葉がぴった りくるような気が します。

宇都宮支部 にとって教会堂建築 は,10

㌦㌦
賊

＼ ㌦～ ㌔㌧＼

鞠

二隔 晒遍

年 も前からの現実的な 目標であり,決 し

て遠 い存在ではなく,む しろ手を伸ばせ

ばすぐに届 く,と ても身近な所 にあった

ように思 われます。

しかし,こ の手の届 きそうなものがい
しん き ろう

つからか,見 えていて遠 い昼気楼 のよう
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シー･ピーターソン兄弟の

信仰に胸を打たれました

た しの 子 よ｢わ
主の訓練 を軽 んじてはいけない。

主に責め られるとき,弱 り果ててはなら

ない。

主は愛する者を訓練 し,

受 けいれ るすべての子 を,

むち打たれるのである。｣

(ヘブル12:5-6)

｢聖徒 の道｣3月 号 に掲載されたシー･

ピーターソン兄弟の生き方は,ま さにこ

の聖句の模範を示 しています。この記事

を読 まれた多くの教会員 の方 々が,彼 の

強い意志 と,ゆ るがぬ信仰 に胸を打たれ

たことと思います。実 は,私 の心の中 に

｢証 したい｣と いう気持 ちが芽 ばえたの

も,彼 のあまりにも強 い信仰 に心 を動か

されたからにほかなりません。
ま

事故のために,運 動機能がまったく麻
ひ

痺状態 にな り,声 も出ず,見 ること,聞

くこと,考 えること,そ して唇 を動 かす

こと以外は何 もできないという障害を負

わされたにもかかわ らず,彼 の神への信

仰は以前 にも増 してさらに強 まり,こ の

ような苦 しい立場 に置かれたことに対 し

て一言 も不満を漏 らしたりはしませんで

した。｢私 の身に起こった事故は,天 父が

私のために用意してくださった計画の中

で,特 別な目的があったと確信 していま

す｣と いう言葉 の中にも見 られるように,

彼 は神 から与 えられた試練 を素直 に受 け

入れているのです。その性格 はとてもユ

ニークで,明 るく,そ の顔 はほほえみを

忘れず,と ても障害者 とは思 えないほ ど

です。たとえ彼の肉体 が重 く苦 しい障害

を負っていて も,彼 の心の中にはいつも

神の愛 と希望の光が満 ちあふれているの

です。

彼がこのような耐えがたい苦難 に耐 え,

希望 を持 って生 きることによって,私 た

ちに模範 を示してくださったの も,｢神 の

愛｣を 信 じる強 い信仰から生まれたので

す。

人間を,こ れほど強い者 に変 えること

ができるのは,｢神 の愛｣と それを信 じる

｢信仰｣以 外 にないと私 は確信 していま

す。

もし,私 たちが｢神 の愛｣を 信 じない

ならば,私 たちは堕落 した弱い人間にな

っていくでしょう。イエス･キ リストは,

その尊 い命 を犠牲 になさるほど私たちを

愛してくださいました。彼 はその死によ

って私たちに｢神 の愛｣を 証明 したので

す。 これとは逆にシー､･ピ ーターソン兄

弟はその障害 に耐えて生 きることによっ

て,私 たちに｢神 の愛｣を 証明 している

のです。

モルモ ン経の中でも｢神 の愛｣が 証明

されています。モルモン経 によって,私
の

は｢神 の愛｣を 知 ることができました。

神様が,宣 教師をお導きくださって,私

にモルモン経 というすばらしいメ ッセー

ジをくださったことに心 から感謝 申しあ

げます。

モルモ ン経は｢神 の愛のメッセージ｣

で あ り,私 たちにとって最高の宝です。
は ヒ う

(羽 当満江1963年 生 まれ,東 京北ステ

ーキ部浦和 ワー ド部)

ゆ,､醐･φ 齢､蔚 φ ゆφ ψ φ ゆφ ゆ φ､睡 φ ゆ ゆ､蒔 φ 層嗣印ゆ 帽←ゆ 層闘･ψ 刷 ψ.闘騨･ゆ噸Pψr曲 ゆ.炉9酔 ψ.醐･O･酔9､炉,.圃 印･,圃,φ 唱艶φ､醐･◇.國 圏･φ剛,φ､圃険φ"･φ 剛.脚φ､勲 φ 欄闘･φ壷 ゆ､鹸 φ､圃険φ 岬･φ 咽,φ.撒 φ､勲 φ､陣 ゆ"ψ ρ,",帯 φ ψ ψ 瀞 φ ゆ φ 帯 ゆ',ψ,

1編集室から

レ｢聖 徒の道｣の 原稿を常時募集しています。各地のたよりには北は

北海道から南は沖縄までの幅広い話題を採りあげたく思いますので,広

報ディレクターあるいは各種催 し物を担当する高等評議員/地 方部評

議員の方はレポーターを手配してくださるようにお願いします1

レ7月 号掲載分の締切は5月9日(必 着)で す。投稿には必ず連絡先(電

話番号)を記入してくださ'い。文章を一部手直しすることがあります。

レあて先:〒106東 京都港区南麻布5-10-30末 日聖徒イエス･キ リス

ト教会｢聖 徒の道｣編 集室 容03(444)5264･

糎

蔑 r

紗

1渋谷ブックセンターから

プライマリーへ行こう 新発売2,000円

フィルムストりッブキット(ガ イド付,ケ ース入)時 間:17分

初等協会では何をしている

のか,ま た初等協会は子供

たちが福音の原則を学ぶの

をどのように助けるのか,

初等協会に行 くとなぜ子供

たちが天父を愛 し,教 会に

行くことを楽しみにするよ

うになるのかを説明してい

る。初等協会の指導者･教

師のために制作されたもの

であるが,教 会員･非 教会

員の両親に初等協会を紹介

するためにも役立つ。

16ロ ーカル
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